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本
稿
は
、
一
九
二
八
年
に
清
沢
洌
と
嶋
中
雄
作
（
中
央
公
論
社
長
）
が
発
起
人
と
な
り
、
中
央
公
論
社
を
拠
点
と
し
て
発
足
し
た
﹁
二
七

会
﹂
）
1
（

の
活
動
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
対
象
と
す
る
の
は
、
会
の
発
足
か
ら
休
止
ま
で
の
期
間
（
一
九
二
八
年
～

一
九
四
四
年
）
で
あ
る
。

　

さ
て
、
会
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
馬
場
恒
吾
は
、
二
七
会
に
は
独
特
の
精
神
が
存
在
し
た
と
回
想
す
る
。
彼
は
そ
れ
を
﹁
二
七
会
精
神
﹂

と
表
現
し
た
上
で
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

筆
を
以
っ
て
生
活
し
て
ゐ
る
も
の
の
心
持
ち
は
、
厭
な
ら
勝
手
に
し
ろ
と
い
ふ
言
葉
が
何
時
で
も
胸
に
あ
る
と
云
ふ
事
だ
。
誰
れ
に
遠

慮
す
る
で
も
な
く
、
又
誰
れ
を
支
配
せ
ん
と
す
る
の
で
も
な
く
、
み
ん
な
自
由
に
振
舞
っ
て
、
そ
し
て
皆
が
怒
ら
な
い
と
い
ふ
境
地
で

あ
る
。
完
全
な
自
由
独
立
、
そ
し
て
み
ん
な
心
持
よ
く
遊
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
環
境
で
あ
っ
た
。）

2
（

　

つ
ま
り
、﹁
二
七
会
精
神
﹂
と
は
、﹁
自
由
﹂
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
精
神
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
﹁
自
由
﹂
が
生
み
出
さ
れ
る
前
提
に

は
、
馬
場
が
﹁
こ
の
会
に
来
る
人
々
は
何
れ
も
気
の
置
け
な
い
、
そ
し
て
腹
の
底
ま
で
見
せ
る
と
い
う
気
心
の
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
﹂）

3
（

と
い

う
よ
う
に
、
強
い
信
頼
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。

　

二
七
会
は
、
毎
月
一
回
（
原
則
と
し
て
二
十
七
日
）
の
月
例
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
春
や
秋
に
は
関
東
近
郊
に
一
泊
旅
行
も
行

わ
れ
た
。
月
例
懇
談
会
で
は
、
主
に
政
治
や
経
済
等
の
時
事
問
題
を
議
論
し
た
り
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
り
し
た
。
と
は
い
え
、
毎
回
そ
う
い

っ
た
内
容
で
は
な
く
、
趣
味
の
碁
や
将
棋
に
興
じ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
た
わ
い
も
な
い
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
の
点
で
は
、
例
え
ば
中
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央
公
論
社
と
の
関
連
で
挙
げ
る
と
、﹁
国
民
学
術
協
会
﹂
）
4
（

の
よ
う
に
学
術
的
に
組
織
さ
れ
た
も
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
ち
な
み
に
、
類

似
の
会
と
し
て
、
一
九
三
七
年
頃
に
発
足
し
た
﹁
二
六
会
﹂
が
存
在
す
る
。
小
林
一
三
の
発
意
で
発
足
し
た
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
小

林
会
﹂
と
も
呼
ば
れ
る）

5
（

。
そ
の
顔
触
れ
は
、
二
七
会
と
重
な
る
。
室
伏
高
信
に
よ
れ
ば
、
蘆
田
均
、
馬
場
、
嶋
中
、
三
宅
晴
暉
が
常
連
で
あ

り
、
伊
藤
正
徳
、
清
沢
も
時
折
参
加
し
て
い
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
長
谷
川
如
是
閑
、
正
宗
白
鳥
、
上
司
小
剣
、
阿
部
真
之
助
、
谷
川
徹
三
、

鈴
木
文
史
朗
ら
が
参
加
し
た）

6
（

。
二
七
会
と
比
べ
る
と
、
二
六
会
は
評
論
家
や
新
聞
記
者
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
会
の
発
起
人
で
あ
る
小

林
が
、
評
論
家
ら
を
招
い
て
時
局
談
を
聞
き
た
い
と
い
う
動
機
で
会
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る）

7
（

。

　

二
七
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
清
沢
や
馬
場
に
関
連
す
る
研
究
や
評
伝
の
中
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た）

8
（

。
そ
の
理
由
は
、
両
者
が
二
七
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
清
沢
は
﹃
暗
黒
日
記
﹄
を
残
し
、
馬
場

は
﹁
二
七
会
の
思
ひ
出
﹂（﹃
中
央
公
論
社
七
十
年
史
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
五
年
）
所
収
）
や
﹃
自
伝
点
描
﹄（
東
西
文
明
社
、
一
九
五

二
年
）
等
の
中
で
言
及
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

9
（

。
そ
れ
ら
以
外
に
二
七
会
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
二
七
会
の
世
話
人
を
務
め
た

雨
宮
庸
蔵
（
中
央
公
論
編
集
長
）
の
﹃
偲
ぶ
草
︱
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
六
十
年
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、

手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
当
時
の
案
内
状
や
書
簡
な
ど
を
交
え
て
、
発
足
の
経
緯
や
活
動
状
況
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
二
七
会
の
活
動
の
一
端
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
未
だ
不
明
な
点
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
会
員
の
日
記）
₁₀
（

、
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
文
章
等
を
用
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
二
七
会
の

活
動
状
況
の
全
容
解
明
に
向
け
た
一
助
と
し
た
い
。
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二
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足

第
一
節
　
発
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緯

　

二
七
会
の
発
足
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
説
が
あ
る
。
第
一
に
、
吉
野
を
中
心
と
し
た
評
論
家
に
よ
り
始
め
ら
れ
た
会
を
起
源
と
す
る
と
い

う
正
宗
白
鳥
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、嶋
中
が
中
央
公
論
社
の
社
長
に
就
任
し
た
後
に
、そ
の
会
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、﹁
便
宜
上
、

島
中
が
会
の
世
話
役
と
な
り
、
次
第
に
中
央
公
論
社
主
催
の
会
で
あ
る
如
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂）
₁₁
（

と
さ
れ
る
。
第
二
に
、
清
沢
に
よ

る
発
案
と
い
う
馬
場
の
説
で
あ
る
。
以
下
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
正
宗
よ
り
も
馬
場
の
説
の
方
が
、
内
容
が
具
体
的
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

正
宗
が
会
員
と
な
っ
た
の
は
一
九
三
〇
年
で
あ
る
た
め
、
二
七
会
の
発
足
時
に
つ
い
て
、
彼
が
事
情
を
直
接
知
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

そ
れ
で
は
、
清
沢
は
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
、
い
か
な
る
提
案
を
し
た
の
か
。
彼
は
、﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
二
八
年
一
月
号
か
ら
十
二
月
号

ま
で
の
毎
号
、
海
外
時
評
欄
﹁
海
外
近
事
﹂
を
執
筆
し
て
い
た）
₁₂
（

。
そ
し
て
、
そ
の
原
稿
料
を
受
け
取
っ
た
際）
₁₃
（

に
、
嶋
中
、
馬
場
ら
を
﹁
偕
楽

園
﹂（
茅
場
町
）
）
₁₄
（

に
招
待
し
、﹁
文
士
や
評
論
家
を
交
へ
て
、
十
人
前
後
の
会
合
を
毎
月
開
い
た
ら
ど
う
だ
ら
う
。
会
費
は
持
ち
寄
り
、
世
話

役
は
中
央
公
論
社
で
や
る
と
し
た
ら
、
六
个
敷
い
事
は
な
い
だ
ら
う
﹂）
₁₅
（

と
提
案
し
た
。
馬
場
と
嶋
中
も
、
そ
の
提
案
に
賛
成
し
た
。
清
沢
は
、

そ
の
場
で
案
内
状
の
送
付
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
人
物
名
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。
初
回

の
会
場
は
﹁
も
み
じ
﹂（
赤
坂
）
で
あ
り
、会
費
は
五
円
だ
っ
た）
₁₆
（

。
初
め
の
数
回
は
、も
み
じ
で
開
催
さ
れ
た
も
の
の
、そ
の
後
は
﹁
芳
蘭
亭
﹂

（
築
地
）
で
の
開
催
が
定
着
し
た
。

　

清
沢
が
会
合
を
発
案
し
た
理
由
に
つ
い
て
北
岡
伸
一
は
、﹁
日
本
で
正
規
の
高
等
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
﹂
と
し
て
、
海
外
生
活
の
長
い
清
沢
が
国
内
の
情
報
を
入
手
す
る
場
を
確
保
し
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
）
₁₇
（

。
一
方
、
雨
宮
は
、
清
沢
が
﹁
実
利
的
生
活
行
動
派
と
し
て
抜
け
目
な
く
世
に
処
し
た
こ
と
の
顕
著
な
例
﹂
）
₁₈
（

と
し
て
、
自
ら
の
利
益
の
た
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め
に
嶋
中
や
中
央
公
論
を
利
用
し
た
と
批
判
的
に
評
価
す
る
。

　

で
は
、
二
七
会
が
発
足
し
た
の
は
、
具
体
的
に
い
つ
な
の
だ
ろ
う
か
。
中
央
公
論
社
及
び
中
央
公
論
新
社
の
社
史
（﹃
中
央
公
論
社
七
十

年
史
﹄、﹃
中
央
公
論
社
の
八
十
年
﹄、﹃
中
央
公
論
新
社
の
一
二
〇
年
﹄）
は
、い
ず
れ
も
﹁
一
九
二
九
年
八
月
二
十
七
日
﹂
を
採
用
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
の
日
付
が
、
二
七
会
の
発
足
日
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
橋
川
文
三
は
、
自
ら
が
編
集
・
解
説
を
行
っ
た
清
沢
の
﹃
暗

黒
日
記
Ⅰ
﹄（
評
論
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
﹁
注
﹂
で
、
二
七
会
に
つ
い
て
、﹁
昭
和
四
年
八
月
二
十
七
日
に
発
足
し
た
会
合
﹂）
₁₉
（

と
説
明
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
二
七
会
に
言
及
す
る
多
く
の
場
合
に
、
こ
の
日
付
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
付
に
は
、
疑
問
点
が
存
在

す
る
。
第
一
に
、
こ
の
日
の
発
足
を
裏
付
け
る
史
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
記
の
社
史
に
収
録
さ
れ
て
い
る
年
表
に
記
述
さ
れ
て

い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
日
に
発
足
し
た
こ
と
を
会
員
が
証
言
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
発
案
者
の
清
沢
が
こ
の
時
期
に
渡
米
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
北
岡
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
一
九
二
九
年
八
月
二
十
七
日
よ
り
も
前
の
時
期
、
つ
ま
り
、
清
沢
の

渡
米
前
に
発
足
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る）
₂₀
（

。
こ
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
史
料
が
、
複
数
存
在
す
る
。
第
一
に
、
吉
野
作
造
の
日
記
で
あ

る
。
一
九
二
八
年
十
月
二
十
七
日
の
日
記
に
は
、﹁
晴
、
夜
二
十
七
会
に
ゆ
く　

会
場
芳
蘭
亭　

始マ

マ
め
て
遇
っ
た
人
稲
原
勝
治
、
石
川
六
郎
、

の
両
君　

十
時
頃
ま
で
話
し
て
帰
る
﹂）
₂₁
（

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、翌
月
の
二
七
会
（
十
一
月
二
十
七
日
開
催
）
に
も
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
、

﹁
夜
二
十
七
日
会
出
席　

新
顔
で
は
近
江
秋
江
、
江
木
翼
二
氏
の
出
席
あ
り
﹂）
₂₂
（

と
い
う
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
雨
宮
の
回
想

で
あ
る
。
正
確
な
日
付
は
明
か
で
は
な
い
も
の
の
、
彼
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
当
時
の
案
内
葉
書
の
消
印
が
、﹁
一
九
二
九
年
三
月
二
十

一
日
付
﹂
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、﹁﹁
会
﹂
は
清
沢
が
テ
キ
パ
キ
と
運
ん
で
、
す
で
に
昭
和
三
年
の
秋
な
か
ば
に
は
催
さ
れ
て
﹂）
₂₃
（

い
た
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
二
七
会
の
発
足
を
記
念
し
た
一
泊
旅
行
（
日
光
）
が
、
一
九
二
八
年
の
秋
に
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。

　

雨
宮
が
言
及
し
た
案
内
葉
書）
₂₄
（

は
、
現
在
、
山
梨
県
立
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
開
催
日
時
は
三
月
二
十
七
日
（
木

曜
日
）
午
後
六
時
開
始
、
場
所
は
芳
蘭
亭
、
会
費
は
﹁
四
円
五
十
銭
ぐ
ら
い
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
回
（
二
月
二
十
七
日
開
催
）
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の
出
席
者
も
併
記
さ
れ
て
い
る
（
以
下
参
照
）。

吉
野
作
造
、
長
谷
川
如
是
閑
、
水
野
広
徳
、
稲
原
勝
治
、
島
中
雄
作
、
千
葉
亀
雄
、
馬
場
恒
吾
、
鶴
見
祐
輔
、
高
橋
亀
吉
、
川
原
次
吉

郎
、
伊
藤
茂
雄
、
秦
豊
吉
、
木
佐
木
勝
、
小
汀
利
得
、
雨
宮
庸
蔵
、
清
沢
洌）
₂₅
（

　

こ
の
中
で
、
そ
の
後
の
二
七
会
に
複
数
回
出
席
し
て
い
る
の
は
、
吉
野
、
長
谷
川
、
水
野
、
稲
原
、
嶋
中
、
千
葉
、
馬
場
、
高
橋
、
川
原
、

小
汀
、
雨
宮
、
清
沢
で
あ
る
。
秦
は
、
一
九
三
〇
年
十
一
月
の
月
例
懇
談
会
に
出
席
し
て
い
る
。
鶴
見
、
伊
藤
、
木
佐
木
の
名
前
は
、
確
認

で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
、
発
足
日
と
さ
れ
て
き
た
一
九
二
九
年
八
月
二
十
七
日
よ
り
も
以
前
に
、
二
七
会
が
発
足
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
一
九
二
八
年
十
月
ま
で
、
そ
の
活
動
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
も
み
じ
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
初
回
の
日
付
を
含
め
て
、
二
七
会
の
発
足
日
を
特
定
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、﹁
吉
野
作
造
年
譜
﹂（
松
尾
尊
兊
編
）
で
は
、
一
九

二
八
年
十
月
二
十
七
日
の
箇
所
に
﹁
吉
野
を
中
心
と
す
る
﹃
中
央
公
論
﹄
執
筆
者
の
会
が
催
さ
れ
、
二
十
七
日
会
と
名
づ
け
ら
れ
る
﹂）
₂₆
（

と
記

述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

第
二
節
　
会
　
員

　

さ
て
、
二
七
会
の
会
員
及
び
入
会
時
期
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
証
言
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
入
会
の
正
確
な
時
期
を
特
定
で
き

な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
前
後
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
正
宗
は
、
一
九
三
〇
年
に
嶋
中
の
誘
い
で

会
員
と
な
っ
た）
₂₇
（

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
回
想
に
よ
る
と
、﹁
私
の
加
入
し
た
あ
と
で
、
蘆
田
均
と
か
阿
部
真
之
助
と
か
、
今
日
の
世



（　
　
　

）

二
七
会
と
そ
の
人
々

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

一
七
七

九
八
五

に
活
躍
し
て
い
る
傑
物
が
、
こ
の
席
上
に
顔
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
私
は
記
憶
し
て
い
る
﹂）
₂₈
（

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
回
想
に
登
場

す
る
阿
部
は
、
一
九
三
五
年
十
月
か
ら
一
九
三
六
年
四
月
の
間
に
入
会
し
た
と
み
ら
れ
る）
₂₉
（

。

　

一
方
、
会
員
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
て
お
り
、﹃
嶋
中
雄
作
略
年
譜
﹄（
旧
社
員
有
志
一
同
編
、
私
家
版
、
一
九
七
一
年
一
月
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
二
十
七
日
会
会
員
﹂
が
、
最
も
会
員
を
網
羅
（
全
二
十
七
人
）
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

阿
部
真
之
助　

安
倍
能
成　

蘆
田
均　

伊
藤
正
徳　

石
橋
湛
山　

稲
原
勝
治　

小
汀
利
得　

川
原
治マ
マ

吉
郎　

清
沢
洌　

上
司
小
剣　

下

村
千
秋　

鈴
木
文
史
朗　

杉
山
平
助　

谷
川
徹
三　

近
松
秋
江　

千
葉
亀
雄　

徳
田
秋
声　

長
谷
川
如
是
閑　

馬
場
恒
吾　

細
田
民
樹

正
宗
白
鳥　

三
木
清　

三
宅
晴
輝マ
マ　

水
野
広
徳　

柳
沢
健　

蠟
山
政
道　

嶋
中
雄
作）
₃₀
（

　

し
か
し
、
こ
の
リ
ス
ト
は
、
以
下
の
二
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
名
前
が
抜
け
落
ち
て
い
る
人
物
が
い
る
こ
と
、
第

二
に
、
全
員
が
戦
前
期
か
ら
の
会
員
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
前
者
か
ら
み
て
い
く
と
、
二
七
会
の
初
期
に
お
け
る
中
心
人
物
で
あ
る
吉
野
の
名
が
漏
れ
て
い
る
。
従
来
、
二
七
会
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
る
場
合
に
、
吉
野
の
存
在
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
く
、
回
想
等
で
登
場
す
る
の
は
、
雨
宮
と
正
宗
の
み
で
あ
る
。
な
ぜ

か
馬
場
の
回
想
に
は
登
場
し
な
い
。
吉
野
以
外
に
は
、
江
木
翼
、
佐
々
弘
雄
、
高
橋
亀
吉
、
新
居
格
の
名
も
落
ち
て
い
る）
₃₁
（

。
江
木
は
一
九
三

二
年
九
月
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
の
記
憶
が
薄
い
の
か
も
し
れ
な
い）
₃₂
（

。
だ
が
、
彼
の
出
席
率
は
高
か
っ
た
。
一
方
、

佐
々
、
高
橋
、
新
居
の
場
合
、
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
前
記
の
リ
ス
ト
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
三
木

に
つ
い
て
は
、
一
九
二
九
年
よ
り
会
員
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が）
₃₃
（

、
そ
れ
に
は
疑
問
が
あ
る
。
彼
は
﹁
中
央
公
論
社
に
対
す
る
私
見
﹂（﹃
都

新
聞
﹄
一
九
三
三
年
十
一
月
十
五
・
十
六
日
付
）
に
お
い
て
、﹁
私
は
嶋
中
氏
に
直
接
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
は
一
度
し
か
な
い
。
何
か
の
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会
で
お
見
掛
け
し
た
こ
と
も
僅
か
一
二
度
に
と
ど
ま
る
や
う
に
記
憶
す
る
﹂）
₃₄
（

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
こ
の
文
章
を
執
筆
し
た
時

点
で
二
七
会
に
入
会
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
嶋
中
と
ほ
と
ん
ど
面
識
が
な
い
と
い
う
記
述
は
不
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
木
が
仮
に

会
員
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
入
会
は
一
九
三
三
年
十
一
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
彼
が
月
例
懇
談
会
や
一
泊
旅
行
に
参
加
し
て

い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
、
戦
後
新
た
に
会
員
に
追
加
さ
れ
た
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。
上
記
の
会
員
リ
ス
ト
は
、
一
九
七
一
年
時
点
で
作
成
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
該
当
者
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
戦
後
を
対
象
に
含
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
該
当
者
を
あ
ら

か
じ
め
除
い
て
お
き
た
い
。
戦
後
に
追
加
会
員
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
戦
前
・
戦
中
の
二
七
会
に
出
席
し
た
記
録
が
見
当
た
ら
な

い
、
安
倍
、
石
橋
、
蠟
山
で
あ
る）
₃₅
（

。
そ
の
中
で
も
、
石
橋
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
研
究
が
多
い
た
め
、

検
討
の
必
要
が
あ
る
。

　
﹁
石
橋
湛
山
年
譜
﹂
で
は
、
一
九
二
九
年
八
月
二
十
七
日
の
箇
所
に
、﹁
こ
の
日
発
足
の
﹁
二
七
会
﹂（
清
沢
洌
、
島
中
雄
作
の
発
起
）
の

会
員
と
な
る
﹂）
₃₆
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
田
美
和
は
、
石
橋
に
と
っ
て
の
﹁
戦
時
抵
抗
の
場
﹂
の
一
つ
と
し
て
二
七
会
を
取
り
上
げ
て
、

﹁
石
橋
は
発
足
当
時
か
ら
の
会
員
で
あ
っ
た
。
石
橋
は
こ
こ
で
蘆
田
均
、
馬
場
恒
吾
、
長
谷
川
如
是
閑
、
小
汀
利
得
、
徳
田
秋
声
、
三
宅
晴

輝
ら
と
交
流
を
深
め
た
﹂）
₃₇
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
、
前
記
の
﹁
年
譜
﹂
と
﹁
年
表
・
中
央
公
論

社
の
八
十
年
﹂（﹃
中 

央 

公 

論
社 

の
八 

十 

年
﹄
所
収
）
で
あ
る
。
後
者
の
﹁
年
表
﹂
の
一
九
二
九
年
八
月
二
十
七
日
の
箇
所
に
は
、
下
記
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
（
な
ぜ
か
正
宗
の
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
）。

嶋
中
雄
作
社
長
を
中
心
に
﹃
中
央
公
論
﹄
執
筆
家
有
志
の
会
﹁
二
七
会
﹂
誕
生
。
毎
月
二
十
七
日
会
合
。
会
員
・
徳
田
秋
声
、
馬
場
恒

吾
、
近
松
秋
江
、
長
谷
川
如
是
閑
、
上
司
小
剣
、
水
野
広
徳
、
蘆
田
均
、
伊
藤
正
徳
、
柳
沢
健
、
鈴
木
文
史
朗
、
稲
原
勝
治
、
小
汀
利
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得
、
千
葉
亀
雄
、
細
田
民
樹
、
蠟
山
政
道
、
下
村
千
秋
、
清
沢
洌
、
杉
山
平
助
、
三
宅
晴
輝マ
マ

、
安
倍
能
成
、
谷
川
徹
三
、
三
木
清
、
阿

部
真
之
助
、
川
原
次
吉
郎
、
石
橋
湛
山
、
嶋
中
雄
作
。）
₃₈
（

　

さ
ら
に
、
山
本
義
彦
は
、
清
沢
の
﹁
平
和
主
義
的
通
商
路
線
﹂
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
、
そ
れ
が
石
橋
の
植
民
地
放
棄
論
と
並
ん

で
﹁
極
め
て
先
進
的
な
見
地
﹂
と
評
価
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

当
時
、
清
沢
は
、
す
で
に
一
九
二
九
年
八
月
以
来
、﹁
二
七
会
﹂
を
組
織
し
（
毎
月
二
七
日
に
会
合
す
る
）、
自
由
主
義
的
文
学
者
や
評

論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
集
め
て
お
り
、
そ
こ
に
は
石
橋
も
参
加
し
て
い
た
の
で
、
彼
の
議
論
は
当
然
、
清
沢
に
大
き
く
影
響
を
与

え
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。）
₃₉
（

　

二
七
会
を
通
じ
て
、
清
沢
は
石
橋
の
議
論
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
事
者

0

0

0

に
よ
る
戦
前
・
戦
時
期
の
二
七
会
関
連
の
回
想
や
記
録
等
に
は
、
石
橋
の
名
前
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い）
₄₀
（

。
そ
の
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
戦
前
期
よ
り
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
が
ほ
と
ん
ど
出
席
し
て
い
な
い
可
能
性

で
あ
る
。
石
橋
は
、
一
九
二
四
年
十
二
月
に
東
洋
経
済
新
報
主
幹
と
な
り
、
一
九
二
五
年
一
月
に
東
洋
経
済
新
報
社
代
表
取
締
役
・
専
務
取

締
役
に
就
任
（
一
九
四
一
年
二
月
に
社
長
制
新
設
に
伴
い
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
）
し
て
以
降
、
週
刊
誌
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
の
社
説
や

記
事
の
執
筆
に
加
え
て
編
集
業
務
も
多
忙
を
極
め
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
六
月
に
経
済
倶
楽
部
を
発
足
し
、
自
ら
全
国
各
地
で
講
演
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
四
年
五
月
に
は
英
文
雑
誌T

he O
riental E

conom
ist

を
創
刊
し
て
お
り
、
彼
は
、
原
則
毎
号

のR
eview

 of m
onth

を
執
筆
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
鑑
み
る
と
、
会
員
で
は
あ
る
も
の
の
出
席
率
が
極
め
て
低
か
っ
た
と
考
え
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る
こ
と
も
で
き
る
。
第
二
に
、
そ
も
そ
も
戦
前
期
に
は
会
員
に
名
を
連
ね
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
第
一
の
理
由
に
加
え
て
、
先
に

紹
介
し
た
﹁
年
譜
﹂
や
﹁
年
表
﹂
の
記
録
を
見
る
限
り
、
こ
れ
は
考
え
に
く
い
。
だ
が
、
三
宅
晴
暉
の
回
想
は
、
そ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
。石

橋
湛
山
は
中
央
公
論
社
の
前
社
長
嶋
中
雄
作
が
肝
入
り
で
や
っ
て
い
た
二
七
会
の
メ
ム
バ
ー
で
あ
る
。
二
七
会
と
い
う
の
は
﹃
中
央

公
論
﹄
の
執
筆
者
の
集
ま
り
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
あ
っ
て
、
月
一
回
二
十
七
日
に
集
ま
る
か
ら
そ
の
名
が
あ
っ
た
。
前
に
は
東
京
に
集

ま
る
外
に
、
近
県
へ
旅
行
な
ど
も
し
て
和
や
か
な
会
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
死
ん
だ
人
が
相
当
に
あ
っ
た
の
で
嶋
中
社
長
が
補
充
を
考
え
、

石
橋
湛
山
な
ど
を
入
れ
た
。
二
七
会
と
し
て
は
石
橋
湛
山
は
戦
後
派
に
属
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。）
₄₁
（

（
傍
点
引
用
者
）

　

無
論
、
三
宅
の
記
憶
違
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
る
。
し
か
し
、
彼
と
石
橋
の
関
係
性
を
考
え
る
時
、
そ
の
可
能
性
は
大
幅
に
低
下
す
る
。

三
宅
は
、
一
九
二
四
年
七
月
に
東
洋
経
済
新
報
社
に
入
社
し
、
一
九
四
〇
年
三
月
に
退
社
す
る
ま
で
、
同
社
の
記
者
と
し
て
石
橋
の
下
で
働

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
八
年
十
一
月
の
結
婚
に
際
し
て
、
石
橋
夫
妻
が
晩
酌
人
を
務
め
て
い
る）
₄₂
（

。
こ
う
し
た
両
者
の
関
係

性
を
考
え
る
と
、﹁
二
七
会
と
し
て
は
石
橋
湛
山
は
戦
後
派
に
属
す
る
﹂
と
い
う
彼
の
回
想
が
記
憶
違
い
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら

れ
る）
₄₃
（

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
会
員
本
人
に
よ
る
戦
前
・
戦
時
期
の
二
七
会
に
関
す
る
回
想
や
記
録
に
、
石
橋
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
戦
後
に
な
っ
て
会
員
に
追
加
さ
れ
た
と
い
う
見
方
の
方
が
、
よ
り
説
得
的
で
あ
る
。
ま
た
、
も
し
仮
に
戦
前
期
よ
り
会
員
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
出
席
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
石
橋
が
二
七
会
を
通
じ
て
、
他
の
会
員
と
親
し
い
付
き
合
い
が
あ
っ
た

と
い
う
指
摘
は
不
正
確
で
あ
る
。
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な
お
、
参
考
ま
で
に
、
戦
後
に
お
け
る
石
橋
の
二
七
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、
彼
の
日
記）
₄₄
（

に
記
録
が
初
め
て
登
場
す
る

の
は
、一
九
四
七
年
一
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
同
日
の
日
記
に
は
、﹁
嶋
中
雄
作
︹
中
央
公
論
社
社
長
︺
氏
の
招
に
依
り
二
十
七
日
会
に
出
席
。

夕
食
、
会
場
芳
蘭
亭
。
久
し
ぶ
り
に
て
正
宗
白
鳥
等
の
諸
氏
に
会
す
﹂）
₄₅
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
石
橋
の
参
加
が
、
少
な
く
と
も
戦
後

初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
は
、﹁
四
時
半
芳
蘭
亭
に
て
二
七
会
。
今
日
初
め
て

0

0

0

石
橋
湛
山
君
来
会
。
主
人
公
の
外
に
馬
場
、
小
汀
、
三
宅
、
谷
川
、

正
宗
、
柳
沢
君
来
集
。
八
時
近
く
に
引
揚
げ
て
帰
っ
た
﹂）
₄₆
（

（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
蘆
田
の
日
記
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
石

橋
が
二
七
会
に
参
加
し
た
の
は
、
以
下
の
八
回
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
五
月
二
十
七
日
﹁
午
後
八
時
よ
り
錦
水
の
二
十
七
日
会
に
一
寸
顔
出
し
。
蘆
田
氏
等
来
会
﹂）
₄₇
（

一
九
四
八
年
七
月
二
十
七
日
﹁
午
後
四
時
よ
り
築
地
錦
水
二
七
会
に
出
席
、
鈴
木
文
史
朗
氏
の
渡
米
、
伊
藤
正
徳
氏
の
結
婚
祝
の
為
め
、

蘆
田
首
相
も
お
く
れ
て
出
席
﹂）
₄₈
（

。

一
九
四
八
年
十
一
月
二
十
七
日
﹁
夜
、
築
地
錦
水
に
お
け
る
二
七
会
に
出
席
﹂）
₄₉
（

一
九
四
九
年
十
二
月
二
十
七
日
﹁
夜
、
築
地
錦
水
で
の
二
七
会
に
出
席
﹂）
₅₀
（

一
九
五
〇
年
四
月
二
十
七
日
﹁
五
時
よ
り
築
地
錦
水
に
て
二
七
会
﹂）
₅₁
（

一
九
五
〇
年
十
二
月
十
八
日
﹁
五
時
半
よ
り
二
七
会
、
場
所
は
錦
水
。
蘆
田
、
馬
場
等
諸
氏
﹂）
₅₂
（

一
九
五
二
年
十
二
月
二
十
七
日
﹁
七
時
ご
ろ
よ
り
二
七
会
（
中
央
公
論
）
に
出
席
、
錦
水
。
蘆
田
、
馬
場
等
諸
氏
出
席
、
に
ぎ
や
か
な
り
。

蘆
田
曰
く
、
大
い
に
自
重
せ
よ
と
﹂）
₅₃
（

一
九
五
四
年
十
二
月
二
十
七
日
﹁
午
後
五
時
芳
蘭
亭
に
て
二
七
会
﹂）
₅₄
（
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第
二
章
　
二
七
会
の
活
動

　

本
章
で
は
、
二
七
会
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
。
開
催
日
時
や
出
席
者
（
参
加
者
）
等
つ
い
て
は
、
巻
末
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
一
節
　
月
例
懇
談
会

　

二
七
会
の
主
な
活
動
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
月
例
懇
談
会
と
年
二
回
の
一
泊
旅
行
で
あ
る）
₅₅
（

。
月
例
懇
談
会
の
会

場
は
、
主
に
中
華
料
理
店
の
芳
蘭
亭
と
偕
楽
園
で
あ
る）
₅₆
（

。
一
九
三
一
年
五
月
の
月
例
懇
談
会
は
、﹁
浜
の
や
﹂
で
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
こ
も

中
華
料
理
店
だ
っ
た
。
会
場
の
多
く
が
中
華
料
理
店
だ
っ
た
の
は
、
関
東
大
震
災
後
の
東
京
で
は
、
中
華
料
理
が
大
発
展
を
遂
げ
た
時
期
だ

っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る）
₅₇
（

。
会
費
は
、
一
九
二
九
年
三
月
の
時
点
で
四
円
五
十
銭）
₅₈
（

、
一
九
三
五
年
十
月
の
時
点
で
四
円）
₅₉
（

、

馬
場
の
回
想
で
は
五
円）
₆₀
（

だ
っ
た
。
正
宗
の
記
憶
で
は
、
後
に
会
費
が
免
除
と
な
り
、
中
央
公
論
社
（
実
質
的
に
は
嶋
中
）
が
全
額
を
負
担
し

た
よ
う
で
あ
る）
₆₁
（

。
な
お
、
嶋
中
以
外
に
も
、
編
集
上
の
利
点
を
理
由
に
、
中
央
公
論
編
集
部
か
ら
数
名
が
参
加
し
た）
₆₂
（

。

　

例
会
の
案
内
と
出
欠
確
認
は
、
次
の
二
つ
の
葉
書
が
封
筒
に
同
封
さ
れ
て
会
員
に
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
日
時
・
場
所
・

会
費
等
が
記
載
さ
れ
た
案
内
葉
書
、
第
二
に
、
出
欠
用
返
信
葉
書
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
表
記
や
形
式
を
変
更
し
て
い
る
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
も
の
の
、
参
考
ま
で
に
、
山
梨
県
立
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
九
三
八
年
十
・
十
一
月
の
返
信
葉
書
を
紹
介
し
た
い）
₆₃
（

。
宛
名
面

に
は
、﹁
東
京
駅
前
丸
ビ
ル
五
階
／
中
央
公
論
社
内
／
二
七
会
世
話
人
行
﹂
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
到
着
分
の
葉
書
に
は
受
付
印
（
年
月
日
）

が
押
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
空
白
で
あ
り
、
各
自
が
﹁
出
欠
﹂
と
﹁
氏
名
﹂
を
自
筆
で
記
し
て
い
る
。
出
席
の
場
合
は
﹁
出
席
﹂
と
の
み
表

記
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
欠
席
の
場
合
は
、
一
言
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

月
例
懇
談
会
は
毎
回
、
幹
事
役
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
主
に
会
員
に
よ
る
話
題
提
供
が
あ
り
、
そ
の
後
、
議
論
が
自
由
に
交
わ
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さ
れ
た
。
内
容
が
判
明
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
通
り
。

一
九
二
九
年
十
一
月　

赤
松
克
麿
の
国
家
社
会
主
義
が
話
題
と
な
る）
₆₄
（

。

一
九
三
五
年
九
月　

蘆
田
に
よ
る
満
洲
視
察
の
報
告
。

一
九
三
六
年
二
月　

二
・
二
六
事
件
が
話
題
と
な
る
。

一
九
三
八
年
七
月　

嶋
中
よ
り
近
松
へ
の
援
助
依
頼
。
翌
日
、
会
員
が
中
央
公
論
社
に
集
合
し
、
見
舞
金
を
贈
る
件
に
つ
い
て
具
体
的
な

相
談
。
近
松
も
招
か
れ
る）
₆₅
（

。

一
九
四
〇
年
一
月　
﹁
浅
間
丸
﹂
事
件
が
話
題
と
な
る
。

一
九
四
〇
年
七
月　

馬
場
に
よ
る
﹁
新
体
制
﹂
に
関
す
る
報
告
。

一
九
四
一
年
一
月　

日
米
関
係
が
話
題
と
な
る
。

一
九
四
一
年
二
月　
（
日
本
、
日
米
関
係
の
）
将
来
に
つ
い
て
語
る
。

一
九
四
一
年
七
月　

第
二
次
近
衛
内
閣
総
辞
職
（
松
岡
洋
右
外
相
の
更
迭
）
が
話
題
と
な
る
。

一
九
四
一
年
十
一
月　

日
米
交
渉
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
話
題
と
な
る
。

一
九
四
一
年
十
二
月　

対
米
戦
争
が
話
題
と
な
る
。

一
九
四
二
年
十
一
月　

政
治
状
況
、
国
際
情
勢
が
話
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
非
会
員
を
招
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
松
本
烝
治
（
一
九
三
四
年
五
月
）、
後
藤
新
平
（
一
九
三
四
年
七
月
）、
鹿
島
（
守
之
助
と
推
測

さ
れ
る
）（
一
九
三
五
年
四
月
）、
松
岡
洋
右
（
一
九
三
九
年
一
月
）
が
招
か
れ
て
い
る）
₆₆
（

。
さ
ら
に
、
会
員
が
海
外
に
出
掛
け
る
際
に
は
送
別
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会
、
帰
国
時
に
は
帰
朝
歓
迎
会
が
催
さ
れ
た）
₆₇
（

。

　

そ
れ
で
は
、
会
の
雰
囲
気
は
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
吉
野
の
死
去
を
前
後
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

吉
野
が
参
加
し
て
い
た
頃
は
、
彼
が
中
心
と
な
っ
て
、
政
治
、
外
交
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
模
様
を
千
葉
が
書

き
残
し
て
い
る
。

合
理
性
の
前
に
は
、
ど
ん
な
も
の
に
も
頭
を
下
げ
ま
い
と
い
ふ
、
強
靭
な
闘
争
の
意
志
が
僕
等
の
集
ま
り
で
あ
る
二
十
七
日
会
な
ど
で
、

半
分
は
せ
つ
な
い
咳
に
妨
げ
ら
れ
、
片
手
を
口
に
当
て
な
が
ら
、
苦
し
い
息
で
語
り
つ
ゞ
け
る
君
の
意
見
の
中
に
さ
へ
、
そ
れ
は
は
っ

き
り
と
認
め
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
ど
ん
な
政
治
、
外
交
問
題
を
持
ち
出
し
て
も
、
君
は
明
快
な
判
断
を
即
座
に
下
す
、
僕
の
二
十
七
日

会
に
出
る
楽
し
み
は
、
君
の
政
治
観
を
聞
き
得
る
た
め
も
一
つ
は
あ
っ
た
。）
₆₈
（

　

ま
た
、
嶋
中
も
、
吉
野
が
出
席
す
る
と
否
と
で
は
、
会
の
雰
囲
気
が
異
な
る
と
述
べ
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

吾
々
の
グ
ル
ー
プ
で
作
っ
て
ゐ
る
二
七
会
に
は
、
先
生
は
努
め
て
出
席
さ
れ
た
。
近
頃
は
殆
ど
そ
の
席
上
で
お
目
に
か
ゝ
る
位
の
こ
と

で
、
そ
れ
も
最
近
は
さ
う
さ
い
〳
〵
先
生
の
お
顔
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
／
そ
れ
を
私
達
は
非
常
に
寂
し
い
こ
と
に
思
っ
て

ゐ
た
。
先
生
が
出
席
さ
れ
る
と
出
席
さ
れ
な
い
と
で
は
会
の
気
分
も
余
程
違
っ
て
来
た
。（
中
略
）
も
う
永
久
に
わ
れ
ら
の
二
七
会
へ

も
顔
を
出
し
て
は
下
さ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
私
達
の
質
疑
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
丁
寧
親
切
に
説
明
し
て

下
さ
っ
た
先
生
は
も
う
此
世
に
無
い
の
で
あ
る
。）
₆₉
（

（﹁
／
﹂
は
原
文
に
お
け
る
改
行
を
指
す
。
以
下
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
同
じ
）
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こ
う
し
て
、
初
期
の
二
七
会
は
、
吉
野
を
中
心
に
政
治
や
外
交
に
関
す
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
時
に
は
、
中
国
の
状
況
や
自
由
民

権
運
動
も
話
題
と
な
っ
た）
₇₀
（

。

　

吉
野
が
会
の
中
心
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
彼
と
中
央
公
論
社
の
関
係
の
変
化
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る）
₇₁
（

。
嶋
中

が
同
社
社
長
に
就
任
し
た
一
九
二
八
年
八
月
に
、
吉
野
は
中
央
公
論
顧
問
格
と
な
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
処
置
に
対
す
る
＂
配
慮
＂
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
中
央
公
論
社
の
立
て
直
し
を
図
る
た
め
に
、
中
央
公
論
の
編
集
に
大
き
な
改
革
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
﹁
編
集
左

翼
﹂（
雨
宮
庸
蔵
）
に
よ
る
誌
面
の
刷
新
で
あ
る
。
こ
れ
は
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
た
﹃
改
造
﹄
へ
の
対
抗
策
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
、

吉
野
の
署
名
論
説
の
廃
止
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
一
月
、
一
九
一
五
年
十
月
か
ら
続
け
て
い
た
社
会
時
評
欄
が
廃
止
さ
れ
た）
₇₂
（

。
た
だ
し
、
無

署
名
の
巻
頭
言
は
担
当
し
、
必
要
に
応
じ
て
署
名
原
稿
が
依
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）
₇₃
（

。
と
は
い
え
、
こ
の
巻
頭
言
に
つ
い
て
吉
野
は
、﹁
十

月
号
は
記
念
号
で
す
か
ら
此
際
を
機
と
し
て
面
目
一
新
を
は
か
る
意
味
で
巻
頭
言
を
人
を
代
え
て
書
か
し
て
見
た
ら
如
何
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
い
や
に
な
っ
た
と
云
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
雑
誌
の
為
に
少
し
で
も
い
い
方
に
と
考
え
て
の
事
で
す
﹂）
₇₄
（

と
、
若
手
へ
の
交
代
を
示

唆
す
る
旨
の
書
簡
を
雨
宮
に
送
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
央
公
論
社
の
改
革
に
よ
り
、
吉
野
は
執
筆
の
場
と
収
入
を
減
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
二
七
会
は
期
せ
ず
し
て
、

﹁
博
士
を
中
心
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
敬
愛
と
慰
安
の
誠
を
つ
く
し
た
﹂）
₇₅
（

場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
吉
野
が
二
七
会
を
大
切
な
場
と

し
て
い
た
こ
と
は
、
出
席
率
の
高
さ
が
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
二
年
八
月
二
七
日
に
、
清
沢
の
米
国
か
ら
の
帰
朝
歓
迎
会
が
二
七
会

で
催
さ
れ
た
際
、
病
身
を
押
し
て
参
加
し
た
。
清
沢
は
当
日
の
吉
野
に
つ
い
て
、﹁
藁
の
よ
う
に
痩
せ
て
居
ら
れ
た
﹂）
₇₆
（

と
述
懐
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
吉
野
の
死
去
を
境
に
二
七
会
に
変
化
が
生
じ
た
。
そ
の
前
後
に
、
文
学
者
を
会
員
に
追
加
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
近
松
が
、

﹁
随
筆　

銀
座
で
会
ふ
人
々
︻
上
︼﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
四
年
十
一
月
二
十
一
日
付
）
の
中
で
、﹁
こ
の
一
、
二
年
来
徳
田
、
正
宗
、
上

司
な
ど
の
老
作
家
も
や
っ
て
来
る
、
細
田
民
樹
、
下
村
千
秋
君
も
来
る
﹂）
₇₇
（

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
一
九
三
二
、
三
三
年
頃
に
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文
学
者
を
会
員
に
追
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
二
七
会
の
雰
囲
気
や
あ
り
方
に
変
化
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
変
化
を
正
宗
が
述
べ

て
い
る
。

吉
野
作
造
は
早
く
物
故
し
た
の
で
、
私
は
そ
の
卓
抜
な
る
民
主
説
を
直
接
耳
に
す
る
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
時
代
に
、

吉
野
を
は
じ
め
馬
場
恒
吾
、
稲
原
勝
治
、
小
汀
利
得
、
清
沢
洌
、
佐
々
弘
雄
な
ど
が
、
さ
さ
や
か
な
中
華
料
理
店
な
ど
に
集
ま
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
民
主
主
義
的
、
自
由
主
義
的
見
解
に
よ
っ
て
、
眼
前
の
政
治
を
論
じ
世
相
を
批
判
し
て
い
た
光
景
は
、
さ
ぞ
精
彩
を
放
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。）
₇₈
（

　

少
な
く
と
も
、
彼
が
参
加
し
た
頃
の
二
七
会
で
は
、﹁
眼
前
の
政
治
を
論
じ
世
相
を
批
判
し
て
い
た
光
景
﹂
が
、
頻
繁
に
見
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
吉
野
亡
き
後
の
二
七
会
で
も
、
政
治
を
中
心
と
す
る
時
事
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
自
由
な
﹁
勝
手
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
り
合
う
目
的
の
な
い
会
﹂）
₇₉
（

の
性
格
も
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
こ

の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
緩
や
か
さ
が
、
一
九
四
四
年
ま
で
二
七
会
を
継
続
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
正
宗
は
戦
後
、
二
七
会
に
つ
い
て
回
顧
し
た
際
、
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
て
い
た
議
論
を
﹁
空
論
﹂
と
評
し
た
。

戦
争
前
か
ら
戦
争
中
、
戦
後
に
も
わ
た
っ
て
、
こ
の
激
し
い
時
勢
の
変
遷
に
つ
れ
て
の
彼
ら
の
感
想
で
あ
る
。
ど
れ
も
み
な
、
面
白
い

と
い
え
ば
面
白
い
。
人
に
よ
っ
て
批
判
ぶ
り
が
異
な
る
と
は
い
え
、
と
に
か
く
、
吉
野
作
造
を
元
祖
と
す
る
こ
の
会
だ
か
ら
、
軍
人
の

横
暴
を
憤
っ
た
り
、
政
治
家
の
無
気
力
を
歎
じ
た
り
、
現
状
打
開
の
名
案
も
お
り
お
り
出
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
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陰
で
何
を
云
っ
た
っ
て
何
に
も
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
、
私
に
は
推
想
さ
れ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
自
分
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
だ

け
で
は
な
い
か
、
と
私
に
は
思
わ
れ
た
が
、
実
際
の
日
本
の
現
実
に
と
っ
て
は
、
彼
ら
知
者
の
名
論
も
、
畢
竟
は
空
論
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。）
₈₀
（

　

一
見
す
る
と
、
二
七
会
に
対
す
る
彼
の
評
価
は
高
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
彼
は
二
七
会
に
参
加
し
た
。
そ
の
理
由
を
、﹁﹁
ま
た
空
論
を
戦

わ
す
か
﹂
と
、
せ
め
て
も
の
空
論
の
妙
味
を
味
わ
う
つ
も
り
で
、
そ
の
会
に
出
て
い
た
こ
と
を
私
は
人
生
の
一
事
実
と
し
て
回
顧
す
る
の
で

あ
る
﹂）
₈₁
（

と
語
っ
て
い
る
。﹁
空
論
の
妙
味
を
味
わ
う
﹂
こ
と
を
目
的
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
点
に
注
目
す
る
と
、
別
の
見
方
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、彼
は
、空
論
に
も
意
味
が
あ
る
、と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。﹁
机
上
の
空
論
﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
八
年
八
月
六
日
付
（
夕
刊
）

﹁
一
日
一
題
﹂）
と
題
さ
れ
た
文
章
の
中
に
、
彼
が
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
を
紐
解
く
手
が
か
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
正
宗
は
、

小
林
一
三
の
﹁
芝
居
ざ
ん
げ
﹂（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
三
八
年
九
月
号
）
を
取
り
上
げ
る
。
小
林
が
世
の
中
の
演
劇
改
革
論
を
次
々
と
取
り
入

れ
た
も
の
の
失
敗
に
終
わ
り
、
こ
う
し
た
改
革
論
は
所
詮
机
上
の
空
論
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
の
だ
が
、
正
宗
は
、
机
上
の
空

論
は
決
し
て
馬
鹿
に
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、﹁
世
界
の
歴
史
を
通
観
す
る
と
、
人
類
は
、
空
論
家
の
所
説
に
よ
っ
て
動
い
て
ゐ
る
や

う
で
も
あ
る
。（
中
略
）
空
論
を
す
べ
て
排
斥
し
て
ゐ
た
ら
、
世
の
中
の
進
歩
は
す
べ
て
杜
絶
さ
れ
る
の
だ
﹂）
₈₂
（

と
説
い
た
。
確
か
に
、
彼
に

と
っ
て
二
七
会
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
議
論
は
、
現
実
の
政
治
現
象
を
動
か
す
ほ
ど
の
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
空
論
に
思
え
た
。
だ
が
、

長
い
目
で
見
れ
ば
、
世
の
中
を
動
か
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
二
七
会

に
参
加
し
続
け
た
の
だ
っ
た
。

　

本
節
の
最
後
に
、
二
七
会
の
集
合
写
真
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。﹃
暗
黒
日
記
﹄（
評
論
社
版
）
や
﹃
中
央
公
論
の
八
十
年
﹄
等
に

は
、
二
七
会
の
開
催
時
に
中
央
公
論
社
で
撮
影
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
集
合
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
写
っ
て
い
る
の
は
、
嶋
中
、
徳
田
、
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千
葉
、
馬
場
、
清
沢
、
稲
原
、
小
汀
、
長
谷
川
、
上
司
、
杉
山
、
蘆
田
、
柳
沢
、
水
野
で
あ
る
。
具
体
的
な
日
付
や
場
所
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、﹃
嶋
中
雄
作
略
年
譜
﹄
で
は
、﹁
昭
和
八
年
八
月
二
七
日　

丸
ビ
ル
五
階
中
央
公
論
社
に
て
﹂
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
い
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
日
付
は
以
下
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
誤
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
蘆
田
の
日
記
に
よ
る
と
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
に
偕
楽
園
で
二

七
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
出
席
者
と
写
真
に
写
る
メ
ン
バ
ー
が
一
致
し
て
い
る
。
第
二
に
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
日
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
が
﹁
26
﹂
で
あ
る）
₈₃
（

。
以
上
か
ら
、
撮
影
さ
れ
た
正
確
な
日
付
は
、
二
十
七
日
で
は
な
く
二
十
六
日
で
あ
る
。

第
二
節
　
一
泊
旅
行

　

一
泊
旅
行
は
、
春
と
秋
の
二
回
行
わ
れ
た
。
馬
場
の
回
想
に
よ
る
と
、
行
先
は
、
伊
豆
、
箱
根
、
修
善
寺
、
那
須
、
草
津
、
日
光
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
以
外
の
場
所
に
も
行
っ
た
よ
う
だ
が）
₈₄
（

、
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
次
の
九
回
で
あ
る
。

　

①
一
九
二
八
年
・
秋　

日
光

　

②
一
九
三
四
年
六
月
二
十
三
・
二
十
四
日　

箱
根

　

③
一
九
三
四
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日　

那
須

　

④
一
九
三
五
年
五
月
二
十
五
・
二
十
六
日　

修
善
寺

　

⑤
一
九
三
五
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日　

川
原
湯

　

⑥
一
九
三
六
年
五
月
二
十
三
日　

伊
豆
今
井
浜

　

⑦
一
九
三
六
年
・
秋　

草
津
・
軽
井
沢

　

⑧
一
九
三
七
年
・
春　

日
光
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⑨
一
九
四
〇
年
三
月
二
十
七
・
二
十
八
日　

熱
海

　

旅
行
を
準
備
し
た
の
は
、
嶋
中
と
佐
藤
観
次
郎
（
中
央
公
論
編
集
長
）
で
あ
っ
た）
₈₅
（

。
月
例
懇
談
会
と
同
様
に
、
毎
回
、
幹
事
役
が
決
め
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
正
宗
は
大
勢
で
は
夜
寝
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
参
加
し
な
か
っ
た）
₈₆
（

。
旅
行
先
ま
で
の
往
復
は
、
原

則
と
し
て
、
一
同
で
行
動
し
た
。
現
地
で
は
、
全
員
で
景
勝
地
や
寺
院
を
見
学
し
た
り
、
自
由
行
動
の
時
間
も
設
け
ら
れ
た
り
し
て
い
た
。

宿
泊
先
で
は
、
度
々
宿
の
主
人
か
ら
色
紙
や
短
冊
を
渡
さ
れ
て
、
一
筆
頼
ま
れ
た
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
欠
席
者
に
旅
行
先
か
ら
絵
葉

書
を
送
る
こ
と
が
、
い
つ
し
か
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
の
模
様
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

①
日
　
光

　

二
七
会
の
発
足
を
記
念
し
て
、
一
九
二
八
年
の
秋
に
実
施
さ
れ
た
。
判
明
し
て
い
る
参
加
者
は
、
馬
場
、
長
谷
川
、
杉
山
、
雨
宮
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
雨
宮
の
回
想
に
登
場
す
る
も
の
の
、
他
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
旅
行
の
日
時
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、
長
谷
川
は
、
こ
の
年
の
十
月
半
ば
か
ら
十
一
月
下
旬
ま
で
、
南
満
州
鉄
道
会
社
の
招
待
で
中
国
に
赴
い
て
い
る）
₈₇
（

。
し
た
が
っ
て
、

九
月
か
ら
十
月
上
旬
、
あ
る
い
は
十
一
月
下
旬
と
推
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
雨
宮
は
、
旅
行
中
の
馬
場
と
の
や
り
取
り
か
ら
、
長
谷
川
が

後
に
﹁
戦
争
絶
滅
受
合
法
案
﹂（﹃
我
等
﹄
一
九
二
九
年
一
月
号
）
と
し
て
発
表
す
る
法
案
の
着
想
を
得
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る）
₈₈
（

。

②
箱
　
根

　

一
九
三
四
年
六
月
二
十
三
・
二
十
四
日
に
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
上
司
、
蘆
田
、
清
沢
、
細
田
、
杉
山
、
嶋
中
、
佐
藤
、
千
葉
、
徳

田
、
近
松
、
下
村
、
川
原
、
長
谷
川
、
馬
場
、
小
汀
、
佐
々
、
高
橋
で
あ
る
。
午
後
五
時
に
出
発
し
、
八
時
に
宿
泊
先
の
俵
石
閣
に
到
着
し
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た
）
₈₉
（

。
旅
行
の
模
様
を
上
司
が
書
き
記
し
て
い
る
。

こ
の
ご
ろ
滅
多
に
旅
行
を
し
な
い
私
も
、
最
近
に
旅
行
と
い
ふ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
最
も
敬
愛
す
る
二
七
会
の
諸
子
と
箱
根
に
一
遊
し

た
の
は
愉
快
で
あ
っ
た
。
私
は
お
く
れ
て
行
っ
た
が
、
同
行
十
七
人
、
仙
石
原
の
高
原
を
横
切
り
、
湖
尻
か
ら
湖
水
を
渡
っ
て
、
十
国

峠
を
越
え
、
熱
海
に
出
た
道
中
は
、
近
来
に
な
ら
い
よ
い
遊
行
で
あ
っ
た
。
自
動
車
の
中
で
少
女
の
口
を
迸
る
名
所
古
蹟
説
明
の
雄
弁
。

教
へ
込
ま
れ
た
ま
ゝ
ら
し
い
機
智
に
、
蘆
田
均
、
清
澤
洌
、
細
田
民
樹
、
杉
山
平
助
等
の
剛
の
者
が
、
一
斉
に
拍
手
喝
采
す
る
姿
は
、

容
易
に
見
ら
れ
ぬ
無
邪
気
な
光
景
で
あ
っ
た
。
島
中
中
公
社
長
、
佐
藤
同
記
者
、
千
葉
、
徳
田
、
近
松
、
下
村
、
河マ
マ

原
、
長
谷
川
、
馬

場
、
小
汀
、
佐
々
、
高
橋
等
諸
氏
の
一
隊
が
、
湯
河
原
で
二
つ
に
別
れ
た
。）
₉₀
（

　

長
谷
川
は
﹁﹁
天
然
﹂
を
愛
す
る
道
﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
四
年
六
月
二
十
八
日
付
（
夕
刊
）﹁
一
日
一
題
﹂）
と
題
す
る
文
章
を
旅
行

直
後
に
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
こ
の
旅
行
で
目
に
し
た
箱
根
の
風
景
か
ら
着
想
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
日
本
人
の
﹁
天
然
﹂

の
愛
し
方
は
一
寸
違
っ
て
ゐ
る
﹂
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
﹁
国
立
公
園
﹂
の
看
板
を
立
て
て
自
然
の
保
護
を

謳
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
の
手
が
届
く
範
囲
は
、
自
然
を
汚
す
風
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

③
那
　
須

　

一
九
三
四
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。
判
明
し
て
い
る
参
加
者
は
、
近
松
、
下
村
、
細
田
、
水
野
、
馬
場
、
清
沢
で
あ
る
。

宿
泊
先
で
は
、
宿
の
主
人
か
ら
色
紙
や
短
冊
を
渡
さ
れ
て
、
下
村
が
絵
を
書
き
、
細
田
は
和
歌
を
作
っ
た）
₉₁
（

。
近
松
は
、
旅
行
中
の
印
象
に
つ

い
て
、﹁
一
泊
旅
行
な
ど
と
い
へ
ば
、
す
ぐ
エ
ロ
気
分
横
溢
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
諸
君
は
、
流
石
に
、
衆
に
先
ん
じ
て
天
下
を
憂
へ
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る
紳
士
で
あ
る
か
ら
、
エ
ロ
気
分
な
ど
は
、
オ
ク
ビ
に
も
出
さ
な
い
の
は
、
尊
敬
に
価
す
る
と
、
私
は
、
独
り
ひ
そ
か
に
思
っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
﹂）
₉₂
（

と
記
し
て
い
る
。

④
修
善
寺

　

一
九
三
五
年
五
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
実
施
さ
れ
た
。
宿
泊
先
は
、
旅
館
新
井
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
蘆
田
、
長
谷
川
、
上
司
、
細
田
、

清
沢
、
下
村
、
馬
場
、
小
汀
、
徳
田
、
杉
山
、
千
葉
、
水
野
、
川
原
、
近
松
、
嶋
中
、
佐
藤
で
あ
る
。
蘆
田
は
、
翌
朝
に
単
独
で
帰
京
し
た
。

な
お
、
幹
事
役
の
柳
沢
が
欠
席
し
た
た
め
、
旅
館
新
井
の
主
人
と
井
上
彰
（
東
静
日
日
新
聞
社
長
）
が
案
内
役
と
し
て
同
行
し
た
。

　

二
日
目
に
一
同
は
、
昼
食
を
取
る
た
め
に
修
禅
寺
を
訪
れ
た
。
長
谷
川
は
、
同
寺
の
本
堂
に
飾
ら
れ
て
い
る
副
島
種
臣
に
よ
る
額
が
印
象

的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る）
₉₃
（

。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
僧
よ
り
合
掌
礼
拝
の
型
を
一
通
り
教
え
ら
れ
、
禅
堂
の
入
り
口
で
、
合
掌
、
三
拝
の
礼
を
と

っ
た
。
上
司
は
、﹁
平
素
口
の
わ
る
い
面
々
が
、
沈
黙
合
掌
し
て
、
殊
勝
気
に
控
へ
て
ゐ
る
の
を
見
て
、
く
す
く
す
笑
ひ
出
し
た
も
の
が
あ
り
、

若
い
僧
に
叱
ら
れ
て
ゐ
た
﹂）
₉₄
（

と
そ
の
時
の
模
様
を
書
き
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
彼
は
長
谷
川
の
合
掌
姿
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
り
、﹁
希
臘
の
彫
像
を
見
る
や
う
で
あ
っ
た
﹂
と
表
現
し
て
い
る）
₉₅
（

。
禅
堂
の
中
で
供
さ
れ
た
の
は
、
御
飯
（
白
飯
の
割
合
が
高
い
）、
一

汁
、
油
揚
げ
、
芋
、
椎
茸
の
煮
物
、
青
菜
の
お
浸
し
だ
っ
た）
₉₆
（

。
お
代
り
も
で
き
た
が
、
口
に
す
る
前
に
必
ず
唱
え
ご
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
静
浦
へ
行
き
、
沼
津
市
長
の
招
宴
を
受
け
た
。
馬
場
に
よ
る
と
、
こ
の
時
に
水
野
が
泥
酔
し
、
清
沢
や
近
松
に
強
引
に

酒
を
勧
め
る
等
の
失
態
を
犯
し
た
。
酔
い
の
醒
め
た
水
野
は
、﹁
今
後
は
旅
行
に
参
加
し
な
い
﹂
と
言
い
張
り
、
皆
が
﹁
そ
こ
ま
で
す
る
必

要
は
な
い
﹂
と
慌
て
て
止
め
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る）
₉₇
（

。
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⑤
川
原
湯

　

一
九
三
五
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。﹁
関
東
の
耶
馬
渓
﹂
と
称
さ
れ
る
吾
妻
渓
谷
等
を
見
学
し
た
。
判
明
し
て
い
る
参

加
者
は
、
徳
田
、
馬
場
、
小
汀
、
清
沢
、
上
司
、
杉
山
で
あ
る
。

　

こ
の
旅
行
は
、
馬
場
に
と
っ
て
特
に
思
い
出
深
い
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
、
若
山
牧
水
﹃
牧 

水 

紀 

行 

文 

集
﹄（
改
造
文
庫
、
一
九
三
三
年
）

を
読
ん
で
以
来
、
牧
水
の
紀
行
文
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
紀
行
文
に
登
場
す
る
場
所
を
訪
れ
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
幸
い
に
も
、
二
七
会
の
仲
間
と
そ
の
一
つ
に
旅
行
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
旅
行
で
訪
れ
た
川
原
湯

は
、
牧
水
の
﹁
吾
妻
の
渓
よ
り
六
里
个
原
へ
﹂
や
﹁
渓
ば
た
の
温
泉
﹂
に
も
登
場
す
る
。
宿
泊
し
た
敬
業
館
は
、
か
つ
て
若
山
も
宿
泊
し
た

縁
の
あ
る
宿
だ
っ
た
。

川
原
湯
は
成
程
良
い
所
で
あ
っ
た
。
吾
妻
川
の
渓
谷
の
南
側
の
斜
面
に
あ
っ
て
、
対
岸
の
川
原
畑
の
ま
ば
ら
な
家
を
見
お
ろ
す
。
そ
の

向
う
に
相
当
に
高
い
山
脈
が
紅
葉
し
て
い
る
。
そ
れ
が
一
帯
に
秋
の
日
を
う
け
て
、
何
と
も
云
え
な
い
よ
い
景
色
を
見
せ
る
。
こ
の
渓

谷
の
上
手
の
方
を
見
る
と
、
十
一
月
と
い
う
に
雪
を
頂
い
た
山
が
遠
く
見
え
る
。
中
外
の
小
汀
君
が
あ
れ
は
白
根
山
だ
と
云
っ
た
。
川

原
湯
へ
来
る
途
で
は
浅
間
山
が
正
面
に
見
え
た
が
、
こ
ゝ
で
は
見
え
ぬ
ら
し
い
。）
₉₈
（

　

馬
場
は
、
こ
の
旅
行
を
欠
席
し
た
長
谷
川
宛
の
絵
葉
書
に
、﹁
ふ
り
か
ゝ
る
落
葉
に
打
た
れ
川
原
湯
の
、
渓
間
を
行
け
ば
旅
は
悲
し
も
﹂

と
詠
ん
だ
和
歌
を
書
い
た
。
だ
が
、
す
か
さ
ず
杉
山
が
﹁
何
故
悲
し
い
か
、
理
由
が
分
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
こ
の
歌
は
川
原
湯
で
な
く
て
、

何
処
で
も
通
用
す
る
﹂
と
批
評
し
た
。
馬
場
は
何
も
悲
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、﹁
私
に
は
牧
水
が
旅
行
し
た
時
の
光
景
が
頭
の
中
に
あ

っ
た
か
ら
、﹃
旅
は
悲
し
も
﹄
と
云
っ
た
の
で
あ
っ
た
﹂）
₉₉
（

と
理
由
を
語
っ
て
い
る
。
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⑥
伊
豆
今
井
浜

　

一
九
三
六
年
五
月
二
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た
。
旅
行
の
詳
し
い
内
容
は
、
今
井
浜
に
宿
泊
し
た
こ
と
以
外
、
明
ら
か
で
は
な
い）
１００
（

。
判
明
し

て
い
る
参
加
者
は
、
近
松
、
稲
原
で
あ
る
。
蘆
田
も
参
加
予
定
だ
っ
た
が
、
議
会
開
会
中
で
あ
り
、
不
参
加
と
な
っ
た
。

⑦
草
津
・
軽
井
沢

　

一
九
三
六
年
の
秋
に
実
施
さ
れ
た
。
判
明
し
て
い
る
参
加
者
は
、
馬
場
、
上
司
、
長
谷
川
で
あ
る
。
水
野
も
参
加
予
定
だ
っ
た
が
、
上
野

発
の
列
車
に
乗
り
遅
れ
て
不
参
加
と
な
っ
た
。
彼
は
﹁
汽
車
に
遅
れ
て
一
人
で
屈
托
し
つ
ゝ
飲
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
の
和
歌
﹂
を
記
し
た

電
報
を
宿
先
に
送
っ
た）
１０１
（

。
こ
の
時
も
、
宿
屋
の
主
人
か
ら
色
紙
を
渡
さ
れ
た
の
で
、
各
人
が
和
歌
を
作
っ
た
。
上
司
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
歌

と
し
て
、﹁
蝋
燭
も
た
ま
に
は
よ
し
と
つ
け
て
み
れ
ば
、
幽
霊
が
出
る
と
子
等
の
騒
げ
る
﹂、
自
由
主
義
の
歌
と
し
て
、﹁
霜
柱
、
た
き
火
を

の
せ
て
崩
れ
ざ
る
﹂
を
詠
ん
だ
。
長
谷
川
は
、﹁
人
の
子
に
病
は
あ
れ
ど
、
こ
ゝ
に
し
て
、
癒
え
ぬ
病
ぞ
人
の
子
の
病
ひ
﹂
と
詠
っ
た
。
馬

場
は
、﹁
人
の
来
ぬ
山
に
住
ま
へ
ば
森
の
木
々
、
み
な
自
ら
の
わ
び
し
さ
語
る
﹂
と
詠
ん
だ
が
、
長
谷
川
に
﹁
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
﹂
と
評
さ

れ
た
の
で
、
も
う
一
つ
﹁
こ
け
と
い
う
は
、
馬
鹿
に
つ
け
た
る
名
前
也
、
こ
け
こ
そ
人
は
か
な
し
か
り
け
り
﹂
と
詠
っ
た）
１０２
（

。

　

こ
の
旅
行
も
、
馬
場
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
旅
の
一
つ
と
な
っ
た
。
訪
れ
た
土
地
が
、
や
は
り
若
山
の
紀
行
文
に
登
場
す
る
場
所
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る）
１０３
（

。
帰
路
に
立
寄
っ
た
六
里
个
原
は
、
彼
の
紀
行
文
に
も
登
場
す
る
場
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
馬
場
に
と
っ
て
は
感
慨
深
い
旅

行
と
な
っ
た
。

⑧
日
　
光

　

一
九
三
七
年
の
春
に
実
施
さ
れ
た
。
判
明
し
て
い
る
参
加
者
は
、
馬
場
、
清
沢
、
長
谷
川
で
あ
る
。
馬
場
と
清
沢
は
、
湯
ノ
湖
で
鱒
釣
り
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を
行
っ
た
が
、
一
匹
も
釣
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
馬
場
は
長
谷
川
を
誘
い
金
精
峠
に
向
っ
た
も
の
の
、
峠
に
は
到
達
せ
ず
、
途
中
で
引
き

返
し
た
。
だ
が
、
馬
場
は
﹁
青
葉
を
通
し
て
来
る
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
静
か
な
山
道
を
登
る
心
持
は
よ
か
っ
た
﹂
と
満
足
し
た
よ
う
で
あ

る
）
１０４
（

。
⑨
熱
　
海

　

一
九
四
〇
年
三
月
二
十
七
・
二
十
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
旅
行
は
、
熱
海
の
山
王
ホ
テ
ル
で
静
養
し
て
い
た
嶋
中
の
見
舞
い
を
目
的

と
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
旅
行
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
嶋
中
は
、
前
年
十
二
月
よ
り
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
お
り
、
一
月
に
入
院
し
、

一
ヵ
月
後
に
退
院
し
て
か
ら
同
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
。
参
加
者
は
、
徳
田
、
正
宗
、
伊
藤
、
川
原
、
長
谷
川
、
清
沢
、
水
野
、
馬
場
、

細
田
、
下
村
、
上
司
、
阿
部
、
杉
山
で
あ
る）
１０５
（

。

第
三
節
　
休
止
前
後

　

こ
れ
ま
で
、
二
七
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
月
例
懇
談
会
や
一
泊
旅
行
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
内
容
で
あ
り
、
特
別
な

こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
、
会
員
は
こ
の
会
を
非
常
に
好
ん
だ
。
そ
の
理
由
と
し
て
度
々
指
摘
さ
れ
る
の
が
、﹁
言
論
の
自
由
﹂
の
存

在
で
あ
る）
１０６
（

。
つ
ま
り
、
時
局
に
対
し
て
自
由
に
モ
ノ
が
言
え
る
空
間
が
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
空

間
に
は
、
会
員
の
態
度
や
振
る
舞
い
を
通
し
て
醸
し
出
さ
れ
る
独
特
な
雰
囲
気
や
気
風
が
漂
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
筆
者
が
想
起
す
る
の
は
、

ラ
ス
キ
が
﹃
近
代
国
家
に
お
け
る
自
由
﹄
の
中
で
述
べ
て
い
る
﹁
自
由
の
本
質
﹂
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
、﹁
人
々
の
間
に
あ
る
無
形
の
雰

0

0

0

0

囲
気
の
表
わ
れ

0

0

0

0

0

0

﹂
と
し
、﹁
法
律
を
越
え
た
社
会
の
気
風

0

0

0

0

0

の
問
題
﹂
）
１０７
（

（
傍
点
引
用
者
）
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
雰
囲
気
や
気
風
が
、
二
七
会
に
生
み
出
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
馬
場
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、﹁
自
己
滅
却
﹂
が
習
慣
化
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さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）
１０８
（

。
つ
ま
り
、
自
己
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
己
へ
の
執
着
が
弱
い
。
し
た
が
っ
て
、

他
者
へ
の
押
し
付
け
が
ま
し
い
態
度
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

兎
に
角
こ
の
連
中
に
は
、
自
分
の
エ
ラ
サ
を
人
に
認
め
さ
そ
う
と
か
自
分
を
前
に
お
し
出
そ
う
と
か
い
う
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。
そ

れ
が
意
識
的
に
そ
う
な
る
の
で
は
な
く
し
て
、
か
れ
ら
は
生
れ
つ
き
こ
う
自
己
滅
却
を
理
想
と
す
る
よ
う
に
出
来
て
い
る
ら
し
い
。
尤

も
書
く
も
の
は
別
だ

0

0

0

0

0

0

0

、
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
友
人
に
会
っ
て
い
る
と
、
何
か
で
衝
突
し
は
せ
ぬ
か
と
い
う
心
配
は
少
し
も
な
い
。
お
互
に

勝
手
な
こ
と
を
い
っ
て
誰
も
腹
を
立
て
な
い
。
こ
う
し
た
人
々
と
逢
う
こ
と
に
は
何
物
に
も
代
え
ら
れ
ぬ
楽
し
み
が
あ
る
。）
１０９
（

（
傍
点
引

用
者
）

　

も
ち
ろ
ん
、
馬
場
が
﹁
書
く
も
の
は
別
だ
﹂
と
断
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
筆
を
生
業
と
し
て
い
る
以
上
、
文
章
の
上
で
は
、
自
己
を
積
極

的
に
表
現
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
個
人
の
付
き
合
い
に
は
、
そ
う
し
た
態
度
を
持
ち
込
ま
な
い
と
い
う
線

引
き
が
習
慣
化
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、﹁
話
を
し
て
い
て
も
八
方
開
け
放
し
、
融
通
無
碍
、
風
の
吹
き
通
し
の
室
に
い
る
如
く
心
持

ち
が
よ
い
﹂）
１１０
（

と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
二
七
会
の
居
心
地
の
良
さ
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
会
員
が
こ
よ
な
く
愛
す
る
二
七
会
の
活
動
は
、
戦
時
中
に
休
止
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
。
一
九
四
一
年
末
ま
で
は
、
ほ
ぼ

毎
月
月
例
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
年
以
降
、
開
催
回
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
第
一
に
、
対
米
戦
争
の
開

戦
に
よ
る
影
響
、
第
二
に
、
内
閣
情
報
局
が
一
九
四
一
年
二
月
に
主
要
な
出
版
社
に
対
し
て
内
示
し
た
﹁
執
筆
禁
止
者
リ
ス
ト
﹂
の
存
在
が

挙
げ
ら
れ
る
。
リ
ス
ト
に
は
、
横
田
喜
三
郎
や
田
中
耕
太
郎
ら
と
並
ん
で
、
二
七
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
馬
場
、
清
沢
、
水
野
の
名
も
含
ま

れ
て
い
た）
１１１
（

。
こ
う
し
た
事
情
に
配
慮
し
て
、﹁
し
ま
い
頃
に
は
、
集
ま
る
の
を
遠
慮
し
た
ね
﹂）
１１２
（

と
、
後
年
に
伊
藤
が
語
っ
て
い
る
。
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そ
れ
で
は
、
二
七
会
の
最
後
の
開
催
は
い
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
の
は
、
一
九
四
四
年
一
月
二
十
七
日
で
あ

る
。
清
沢
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
は
一
九
四
三
年
十
一
月
に
亡
く
な
っ
た
徳
田
の
追
悼
会
で
あ
っ
た
。
彼
の
日
記
に
は
、﹁
久
し
振
り
に
﹁
廿

七
日
会
﹂
あ
り
。
徳
田
秋
声
追
悼
会
な
り
。
今
夜
は
偕
楽
園
中
々
の
ご
馳
走
あ
り
。
全
部
の
会
員
集
ま
る
﹂）
１１３
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、

彼
の
日
記
に
は
、
二
七
会
に
関
す
る
記
述
は
登
場
し
な
い
。

　

こ
の
時
期
を
境
に
二
七
会
が
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
中
央
公
論
社
延
い

て
は
嶋
中
を
め
ぐ
る
事
情
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
四
四
年
一
月
に
﹁
横
浜
事
件
﹂
の
被
疑
者
と
し
て
中
央
公
論
社
社
員
五
名
が
連
行

さ
れ
、ま
た
、﹃
婦
人
公
論
﹄
の
廃
刊
が
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
（
最
終
号
は
同
年
三
月
終
刊
号
）。
さ
ら
に
、伊
藤
﹃
軍
縮
読
本
﹄、佐
々
﹃
大

衆
政
治
読
本
﹄、
馬
場
﹃
議
会
政
治
論
﹄﹃
政
界
人
物
風
景
﹄﹃
現
代
人
物
評
論
﹄、
清
沢
﹃
現
代
世
界
通
信
﹄
等
、
二
七
会
会
員
の
著
書
が
発

禁
処
分
を
受
け
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い）
１１４
（

。
最
終
的
に
、
中
央
公
論
社
は
、
改
造
社
と
共
に
、
一
九
四
四
年
七
月
に
陸
軍
情
報
局
よ
り
﹁
営

業
方
針
に
お
い
て
戦
時
下
国
民
の
思
想
善
導
上
許
し
が
た
い
事
実
が
あ
る
﹂
こ
と
を
理
由
と
し
て
自
発
的
廃
業
を
勧
告
さ
れ
、
同
月
末
に
解

散
し
た
。

　

第
二
に
、
一
九
四
四
年
二
月
二
十
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
﹁
決
戦
非
常
措
置
要
綱
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
決
戦
の
現
段
階
に
即
応
し
国

民
即
戦
士
の
覚
悟
に
徹
し
、
国
を
挙
げ
て
精
進
刻
苦
、
そ
の
総
力
を
直
接
戦
力
増
強
の
一
点
に
集
中
し
、
当
面
の
各
緊
要
施
策
の
急
速
徹
底

を
図
る
﹂
こ
と
を
目
的
に
講
じ
ら
れ
た
﹁
非
常
措
置
﹂
で
あ
る
。﹁
学
徒
動
員
体
制
ノ
徹
底
﹂、﹁
国
民
勤
労
体
制
ノ
刷
新
﹂、﹁
防
空
体
制
ノ

強
化
﹂
等
を
含
む
、
具
体
的
決
戦
実
行
目
標
十
五
項
目
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
﹁
七
、
高
級
享
楽
ノ
停
止
﹂
と
し
て
、﹁
高
級
料

理
店
待
合
ハ
之
ヲ
休
業
セ
シ
メ
、
又
高
級
興
行
歓
楽
場
等
ハ
一
時
之
ヲ
閉
鎖
シ
其
ノ
施
設
ハ
必
要
ニ
応
ジ
之
ヲ
他
ニ
利
用
ス
ル
ト
共
ニ
其
ノ

関
係
者
ハ
時
局
ニ
即
応
シ
テ
之
ガ
活
用
ヲ
図
ル
﹂）
１１５
（

こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
月
二
十
九
日
の
閣
議
で
は
、﹁
高
級
享
楽
停
止
に
関

す
る
具
体
策
要
綱
﹂（
全
十
二
項
目
）
が
決
定
さ
れ
、
三
月
五
日
か
ら
一
年
間
（
後
に
延
長
）、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）
１１６
（

。
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そ
の
目
的
は
、﹁
戦
力
増
強
の
第
一
線
に
挺
身
す
る
国
民
一
般
大
衆
の
娯
楽
機
関
は
確
保
し
高
級
享
楽
の
追
放
の
半
面
に
お
い
て
大
衆
食
堂
、

移
動
演
劇
、
映
画
等
の
普
及
徹
底
を
は
か
る
こ
と
﹂
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
高
級
か
否
か
の
判
断
は
、﹁
決
戦
下
の
社
会
通
念
に
従
い
各
地

方
庁
で
実
情
に
即
し
て
決
定
す
る
﹂
も
の
と
さ
れ
、
地
域
関
係
、
業
態
の
内
容
、
規
模
の
大
小
、
華
美
の
有
無
を
基
準
に
決
定
さ
れ
た）
１１７
（

。
こ

こ
で
は
、
高
級
料
理
店
に
関
す
る
項
目
を
見
て
お
き
た
い
。

一
、
高
級
料
理
店
（
料
理
店
と
し
て
許
可
せ
る
も
の
及
飲
食
店
と
し
て
許
可
せ
る
も
そ
の
実
質
が
料
理
店
と
し
て
許
可
せ
る
も
の
に
相

当
す
る
も
の
）
は
之
を
休
業
せ
し
む
／
飲
食
店
と
し
て
許
可
せ
る
も
の
（
そ
の
実
質
が
料
理
店
と
し
て
許
可
せ
る
も
の
に
相
当
せ
る
も

の
は
除
く
）
は
之
が
営
業
を
継
続
せ
し
む
／
休
業
せ
し
め
た
る
料
理
店
中
そ
の
内
容
享
楽
的
な
ら
ざ
る
も
の
に
し
て
適
当
な
る
も
の
に

付
て
は
必
要
に
応
じ
改
め
て
飲
食
店
と
し
て
営
業
を
認
む
る
も
の
と
す）
１１８
（

　

こ
の
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
、
料
理
店
は
休
業
、
飲
食
店
は
営
業
の
継
続
が
認
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
前
者
も
享
楽
的
な
内
容
で
な
い
と
認

め
ら
れ
れ
ば
、
飲
食
店
と
し
て
営
業
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
最
終
的
に
休
業
や
閉
鎖
と
な
っ
た
料
理
店
は
、﹁
帝
国
ホ
テ
ル
、
精
養
軒
、

宝
亭
、
雅
叙
園
、
星
个
丘
茶
寮
、
嵯
峨
野
、
錦
水
、
竹
葉
、
今
半
等
高
級
料
亭
、
料
理
店
、
全
部
約
八
百
五
十
﹂
軒
で
あ
る）
１１９
（

。
そ
し
て
、
そ

こ
に
は
月
例
懇
談
会
の
会
場
と
し
て
頻
繁
に
利
用
し
て
い
た
偕
楽
園
も
含
ま
れ
て
い
た
。
な
お
、
営
業
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う

に
、
飲
食
店
の
形
態
で
あ
り
、
な
お
、
か
つ
料
理
の
最
高
価
格
が
、
昼
食
一
円
以
下
、
夕
食
二
円
以
下
（
税
別
）
と
す
る
場
合
に
限
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
は
、
三
月
五
日
か
ら
全
国
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
た
め
、
二
月
の
開
催
に
直
接
影
響
が
あ
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
開
催
を
裏
付
け
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
二
六
会
も
同
時
期
に
休
止
と
な
っ
た
。
た
だ
し
二
七
会
と
は

異
な
り
、
最
後
の
会
合
は
、
二
月
二
六
日
に
開
催
さ
れ
た）
１２０
（

。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
一
九
二
八
年
に
中
央
公
論
社
を
拠
点
に
発
足
し
た
二
七
会
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
月
例
懇
談
会
や
一
泊
旅
行
の

内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
不
明
な
点
も
存
す
る
。
特
に
、
発
足
時
期
の
正
確
な
日
付
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
清
沢
が
海
外
時
評
欄
﹁
海
外
近
事
﹂
の
原
稿
料
を
受
け
取
っ
た
際
に
、
二
七
会
の
発
案
を
し
た
食
事
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
一
九
二
八
年
内
に
発
足
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

二
七
会
は
学
術
的
な
組
織
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
的
に
一
致
し
た
主
張
や
見
解
が
存
在
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
本

論
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、﹁
無
形
の
雰
囲
気
﹂
と
し
て
の
﹁
自
由
﹂
が
、確
か
に
二
七
会
の
場
に
は
存
在
し
た
。
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
、

各
会
員
の
思
想
や
性
格
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
稿

を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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資
料
　
二
七
会
活
動
状
況
（
一
九
二
八－

一
九
四
四
年
）

 

＊
﹁
場
所
﹂﹁
出
席
者
（
参
加
者
）﹂
は
判
明
分
の
み
を
掲
載
。

年

月
日

場
所

出
席
者
（
参
加
者
）

備
考

一
九
二
八
年

一
〇
月
二
七
日

芳
蘭
亭

吉
野
作
造　

稲
原
勝
治　

石
川
六
郎

一
一
月
二
七
日

吉
野
作
造　

近
江
秋
江　

江
木
翼

こ
の
年
秋
、
二
七
会
発
足
を
記
念
し
て
日
光
に
旅
行
。
馬
場
恒
吾
、
長
谷
川
如
是
閑
、
雨
宮
庸
蔵
、
杉
山
平
助
ら
が
参
加
。

一
九
二
九
年

二
月
二
七
日

吉
野
作
造　

長
谷
川
如
是
閑　

水
野
広
徳　

稲
原
勝
治　

島
中
雄
作　

千
葉
亀
雄　

馬
場

恒
吾　

鶴
見
祐
輔　

高
橋
亀
吉　

川
原
次
吉

郎　

伊
藤
茂
雄　

秦
豊
吉　

木
佐
木
勝　

小

汀
利
得　

雨
宮
庸
蔵　

清
沢
洌

三
月
二
七
日

芳
蘭
亭

吉
野
作
造

四
月
二
七
日

吉
野
作
造

六
月
二
七
日

芳
蘭
亭

吉
野
作
造　

清
沢
洌

清
沢
よ
り
、
朝
日
新
聞
社
を
退
社
す
る
旨
の
報
告
。

七
月
二
七
日

芳
蘭
亭

吉
野
作
造

八
月
二
七
日

吉
野
は
欠
席
。
開
催
案
内
の
通
知
あ
り
。

一
〇
月
二
六
日

芳
蘭
亭

吉
野
作
造　

江
木
翼

二
七
日
が
日
曜
日
の
た
め
前
日
に
開
催
。

一
一
月
二
七
日

近
松
秋
江　

馬
場
恒
吾　

高
橋
亀
吉

赤
松
克
麿
の
国
家
社
会
主
義
が
話
題
と
な
る
。
近
松

や
高
橋
は
賛
成
、
馬
場
は
反
対
。
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一
九
三
〇
年

六
月
二
七
日

吉
野
作
造　

川
原
次
吉
郎

川
原
の
送
別
会
。

一
一
月
二
七
日

吉
野
作
造　

森
恪　

秦
豊
吉　

嶋
中
雄
作

一
九
三
一
年

三
月
二
七
日

吉
野
は
欠
席
。
開
催
案
内
の
通
知
あ
り
。

五
月
二
七
日

浜
の
や

吉
野
作
造　

稲
原
勝
治　

馬
場
恒
吾　

小
汀

利
得　

近
松
秋
江　

雨
宮
庸
蔵

一
九
三
二
年

六
月
二
七
日

吉
野
作
造　

清
沢
洌　

上
司
小
剣　

馬
場
恒

吾　

高
橋
亀
吉　

水
野
広
徳　

千
葉
亀
雄　

稲
原
勝
治

清
沢
の
帰
朝
歓
迎
会
。

一
九
三
三
年

八
月
二
六
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

上
司
小
剣　

千
葉
亀
雄　

徳
田
秋

声　

清
沢
冽　

稲
原
勝
治　

長
谷
川
如
是
閑

柳
沢
健　

馬
場
恒
吾　

小
汀
利
得　

水
野
広

徳　

杉
山
平
助　

嶋
中
雄
作

九
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均

一
〇
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均

一
二
月
二
七
日

蘆
田
均

一
九
三
四
年

五
月
二
六
日

蘆
田
均　

松
本
烝
治

六
月
二
三
日

箱
根

上
司
小
剣　

蘆
田
均　

清
沢
洌　

細
田
民
樹

杉
山
平
助　

嶋
中
雄
作　

佐
藤
観
次
郎　

千

葉
亀
雄　

徳
田
秋
声　

近
松
秋
江　

下
村
千

秋　

川
原
次
吉
郎　

長
谷
川
如
是
閑　

馬
場

恒
吾　

小
汀
利
得　

佐
々
弘
雄　

高
橋
亀
吉

一
泊
旅
行
（
宿
泊
：
俵
石
閣
）。



（　
　
　
　

）

二
七
会
と
そ
の
人
々

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
〇
一

一
〇
〇
九

七
月
二
七
日

蘆
田
均　

後
藤
新
平

九
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均

一
〇
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均

一
一
月
一
七
日

那
須

近
松
秋
江　

下
村
千
秋　

細
田
民
樹　

水
野

広
徳　

馬
場
恒
吾　

清
沢
洌

一
泊
旅
行
。

一
二
月
二
七
日

近
松
秋
江　

上
司
小
剣　

正
宗
白
鳥　

杉
山

平
助

一
九
三
五
年

一
月
二
六
日

蘆
田
均

二
月
二
七
日

蘆
田
均

三
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均　

美
濃
部
達
吉

四
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

鹿
島
（
守
之
助
か
？
）

五
月
二
五
日

修
善
寺

芦
田
均　

長
谷
川
如
是
閑　

佐
藤
観
次
郎　

上
司
小
剣　

細
田
民
樹　

清
沢
洌　

下
村
千

秋　

嶋
中
雄
作　

馬
場
恒
吾　

小
汀
利
得　

徳
田
秋
聲　

杉
山
平
助　

千
葉
亀
雄　

水
野

廣
徳　

川
原
次
吉
郎　

近
松
秋
江

一
泊
旅
行
（
宿
泊
：
旅
館
新
井
）。
蘆
田
は
二
六
日

午
前
、
単
独
で
東
京
に
戻
る
。
旅
館
新
井
の
主
人
と

井
上
彰
が
同
行
。

九
月
二
七
日

蘆
田
均

蘆
田
に
よ
る
満
洲
視
察
の
話
。

一
一
月
一
七
日

川
原
湯

徳
田
秋
声　

馬
場
恒
吾　

小
汀
利
得　

清
沢

洌　

上
司
小
剣　

杉
山
平
助

敬
業
館
宿
泊
。
上
州
耶
馬
渓
を
見
学
。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
〇
二

二
七
会
と
そ
の
人
々

一
〇
一
〇

一
二
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均

一
九
三
六
年

二
月
二
七
日

偕
楽
園

近
松
秋
江　

徳
田
秋
声　

正
宗
白
鳥　

上
司

小
剣　

水
野
広
徳　

馬
場
恒
吾　

清
沢
洌　

伊
藤
正
徳　

小
汀
利
得

﹁
二
・
二
六
事
件
﹂
が
話
題
と
な
る
。

四
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均

五
月
二
三
日

伊
豆
今

井
浜

近
松
秋
江　

稲
原
勝
治　

馬
場
恒
吾　

水
野

広
徳　

近
松
秋
江　

清
沢
洌

一
泊
旅
行
。

六
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均

七
月
二
七
日

蘆
田
均

一
二
月
二
六
日

偕
楽
園

﹁
十
日
会
﹂
と
二
七
会
の
合
同
忘
年
会
開
催
。

こ
の
年
秋
に
草
津
～
軽
井
沢
へ
旅
行
。
馬
場
恒
吾
、
上
司
小
剣
、
長
谷
川
如
是
閑

一
九
三
七
年

一
月
二
七
日

蘆
田
均

二
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

長
谷
川
如
是
閑

三
月
二
七
日

蘆
田
均

五
月
二
七
日

蘆
田
均　

馬
場
恒
吾

七
月
二
七
日

蘆
田
均

九
月
二
二
日

白
水

蘆
田
均　

清
沢
洌

清
沢
の
送
別
会
。

こ
の
年
春
頃
に
日
光
湯
元
へ
旅
行
。
馬
場
恒
吾
、
清
沢
洌
、
長
谷
川
如
是
閑
ら
が
参
加
。



（　
　
　
　

）

二
七
会
と
そ
の
人
々

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
〇
三

一
〇
一
一

一
九
三
八
年

四
月
二
七
日

蘆
田
均

七
月
二
七
日

嶋
中
雄
作　

徳
田
秋
声

嶋
中
よ
り
近
松
へ
の
援
助
依
頼
。
翌
日
、
会
員
が
中

央
公
論
社
に
集
合
し
、
見
舞
金
を
贈
る
件
に
つ
い
て

具
体
的
な
相
談
。
近
松
も
招
か
れ
る
。

一
一
月
二
八
日

上
司
小
剣　

下
村
千
秋　

水
野
広
徳　

阿
部

真
之
助　

清
沢
洌　

谷
川
徹
三　

徳
田
秋
声

蘆
田
均　

馬
場
恒
吾

一
二
月
二
七
日

蘆
田
均

一
九
三
九
年

一
月
二
七
日

芳
蘭
亭

蘆
田
均　

松
岡
洋
右

二
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

阿
部
真
之
助　

正
宗
白
鳥

蘆
田
の
日
記
で
は
、﹁M

iss. B
aba

﹂
の
出
席
を
確

認
で
き
る
。

三
月
二
七
日

白
水

蘆
田
均

四
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

阿
部
真
之
助　

鈴
木
文
史
郎

六
月
二
七
日

徳
田
秋
声

一
二
月
二
七
日

蘆
田
均

一
九
四
〇
年

一
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

馬
場
恒
吾　

清
沢
洌　

徳
田
秋
声

﹁
浅
間
丸
﹂
事
件
が
話
題
と
な
る
。

二
月
二
七
日

蘆
田
均　

徳
田
秋
声



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
〇
四

二
七
会
と
そ
の
人
々

一
〇
一
二

三
月
二
七
日

熱
海

徳
田
秋
声　

正
宗
白
鳥　

伊
藤
正
徳　

川
原

次
吉
郎　

長
谷
川
如
是
閑　

清
沢
洌　

水
野

広
徳　

馬
場
恒
吾　

細
田
民
樹　

下
村
千
秋

上
司
小
剣　

阿
部
真
之
助　

杉
山
平
助

一
泊
旅
行
（
宿
泊︰

山
王
ホ
テ
ル
）。

五
月
二
七
日

蘆
田
均

七
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

馬
場
恒
吾

馬
場
に
よ
る
﹁
新
体
制
﹂
に
関
す
る
報
告
。

九
月
二
七
日

蘆
田
均　

馬
場
恒
吾　

徳
田
秋
声

一
二
月
二
七
日

蘆
田
均　

小
汀
利
得　

馬
場
恒
吾

一
九
四
一
年

一
月
二
七
日

蘆
田
均　

杉
山
平
助　

清
沢
洌

日
米
関
係
が
話
題
と
な
る
。

二
月
二
七
日

蘆
田
均

（
日
本
、
日
米
関
係
の
）
将
来
に
つ
い
て
語
る
。

七
月
二
八
日

蘆
田
均

第
二
次
近
衛
内
閣
総
辞
職（
松
岡
洋
右
外
相
の
更
迭
）

が
話
題
と
な
る
。

一
一
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

徳
田
秋
声

日
米
交
渉
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
話
題
と
な
る
。

一
二
月
二
七
日

偕
楽
園

正
宗
白
鳥　

馬
場
恒
吾

対
米
戦
争
が
話
題
と
な
る
。

一
九
四
二
年

一
一
月
二
七
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

嶋
中
雄
作　

馬
場
恒
吾　

清
沢
洌

小
汀
利
得　

稲
原
勝
治　

正
宗
白
鳥　

阿
部

真
之
助　

上
司
小
剣　

細
田
民
樹　

下
村
千

秋

政
治
状
況
、
国
際
情
勢
が
話
題
と
な
る
。



（　
　
　
　

）

二
七
会
と
そ
の
人
々

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
〇
五

一
〇
一
三

一
二
月
二
八
日

偕
楽
園

蘆
田
均　

馬
場
恒
吾　

下
村
千
秋　

細
田
民

樹　

上
司
小
剣　

阿
部
真
之
助　

小
汀
利
得

清
沢
洌　

水
野
広
徳　

正
宗
白
鳥　

長
谷
川

如
是
閑

一
九
四
三
年

七
月
一
七
日

清
沢
洌　

蘆
田
均　

谷
川
徹
三　

長
谷
川
如

是
閑　

馬
場
恒
吾　

正
宗
白
鳥　

上
司
小
剣

嶋
中
雄
作　

阿
部
真
之
助

一
九
四
四
年

一
月
二
七
日

偕
楽
園

清
沢
洌　

蘆
田
均　

近
松
秋
江

徳
田
秋
声
追
悼
会
。

（﹁
吉
野
作
造
日
記
三
︹
昭
和
２
︱
７
︺﹂、﹃
暗
黒
日
記
﹄、﹃
蘆
田
均
日
記
﹄
の
記
録
を
中
心
に
、
適
宜
、
会
員
の
回
想
録
等
で
補
っ
た
。）

（
1
）　
﹁
二
十
七
日
会
﹂
と
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
﹁
二
七
会
﹂
の
表
記
に
統
一
す
る
（
引
用
文
を
除
く
）。

（
2
）　

馬
場
恒
吾
﹁
二
七
会
の
思
ひ
出
﹂、﹃
中
央
公
論
社
七
十
年
史
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
五
年
）、
四
九
〇
頁
。

（
3
）　

馬
場
恒
吾
﹁
二
七
会
と
清
澤
君
﹂、﹃
民
主
新
論
﹄
第
一
巻
第
三
号
（
一
九
四
八
年
八
月
）、
五
三
頁
。

（
4
）　

中
央
公
論
社
は
、学
術
組
織
と
し
て
一
九
三
九
年
五
月
に
国
民
学
術
協
会
を
創
設
し
た
。
初
代
理
事
長
は
桑
木
厳
翼
、常
務
理
事
は
三
木
清
、清
沢
洌
、嶋
中
雄
作
が
務
め
た
。

国
民
学
術
協
会
に
つ
い
て
は
、
雨
宮
庸
蔵
﹃
偲
ぶ
草
︱
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
六
十
年
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
）、
国
民
学
術
協
会
﹃
財
団
法
人
国
民
学
術
協
会
の
記
録
︱

一
九
三
九
年
～
一
九
九
九
年
﹄（
国
民
学
術
協
会
、
一
九
九
九
年
）、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

一
九
三
七
年
頃
に
、
小
林
一
三
の
意
志
を
汲
ん
だ
三
宅
晴
暉
が
人
を
集
め
た
と
さ
れ
る
。
原
則
、
毎
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。
二
六
会
に
つ
い
て
は
、
三
宅
晴
暉
﹁
小

林
一
三
翁
の
想
い
出
﹂（﹃
小
林
一
三
翁
の
追
想
﹄
一
九
六
一
年
）、
室
伏
高
信
﹃
戦
争
私
書
﹄（
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
、
初
版
は
一
九
六
八
年
に
全
貌
社
か
ら
出
版
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
小
林
は
、﹁
大
臣
落
第
記
﹂（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
四
一
年
五
月
号
）
の
中
で
、
二
六
会
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
会
員
の
氏
名
が
﹁
Ｍ
Ｕ
﹂

﹁
Ｓ
Ａ
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
名
字
の
頭
文
字
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、﹁
Ｍ
Ｕ
﹂
は
室
伏
の
﹁
む
﹂
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、﹁
Ｓ
Ａ
﹂
は
佐
々
木
茂
索
、﹁
Ｋ
Ｕ
﹂

は
邦
枝
完
二
、﹁
Ｍ
Ｉ
﹂
は
三
宅
で
あ
る
。

（
6
）　

室
伏
、
前
掲
書
、
一
〇
九
︱
一
一
〇
頁
。



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
〇
六

二
七
会
と
そ
の
人
々

一
〇
一
四

（
7
）　

二
七
会
と
会
員
が
重
複
す
る
二
六
会
が
設
け
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
御
厨
貴
は
、﹁
お
そ
ら
く
一
般
の
社
会
生
活
の
上
で
、
自
由
な
言
論
の
保
障
が
な
く
な
け
れ
ば
な
く

な
る
ほ
ど
、
人
は
み
な
そ
こ
だ
け
は
自
由
に
も
の
が
言
え
る
と
い
う
意
味
で
の
オ
ア
シ
ス
を
欲
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
（
御
厨
貴
﹃
馬
場
恒
吾
の
面
目
︱
危

機
の
時
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
﹄（
中
公
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
初
版
は
一
九
九
七
年
に
中
央
公
論
社
か
ら
出
版
）、
一
八
四
頁
）。

（
8
）　

御
厨
、
前
掲
書
、
山
本
義
彦
﹃
清
沢
洌
の
政
治
経
済
思
想
︱
近
代
日
本
の
自
由
主
義
と
国
際
平
和
﹄（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
北
岡
伸
一
﹃
清 

沢 

洌
︱ 

外 

交 

評 

論 

の 

運 

命
（
増
補
版
）﹄（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）、
佐
久
間
俊
明
﹃
清
沢
洌
の
自
由
主
義
思
想
﹄（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）。

（
9
）　

二
七
会
に
関
す
る
回
想
と
し
て
は
、
正
宗
白
鳥
﹃
文
壇
五
十
年
﹄（
中
公
文
庫
、
二
〇
一
三
年
、
初
版
は
一
九
五
四
年
に
河
出
書
房
か
ら
出
版
）
が
あ
る
。

（
10
）　

第
一
に
、﹁
吉
野
作
造
日
記
（﹁
日
記
三
︹
昭
和
２
︱
７
︺）﹂（﹃
吉
野
作
造
選
集
15
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
所
収
）
で
あ
る
。
初
期
の
二
七
会
の
模
様
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、﹃
蘆
田
均
日
記
﹄（
全
五
巻
）（
柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
の
日
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
彼
は

二
七
会
の
出
席
率
が
非
常
に
高
い
た
め
、
開
催
状
況
を
把
握
す
る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
る
。

（
11
）　

正
宗
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。
彼
は
、﹁
嶋
中
君
追
悼
﹂（
前
掲
﹃
中
央
公
論
社
七
十
年
史
﹄
所
収
）
で
も
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
12
）　

松
田
義
男
編
﹁
清
沢
洌
著
作
目
録
﹂（
二
〇
〇
二
年
八
月
二
十
日
、
二
〇
一
六
年
一
月
三
十
日
改
訂
）、
一
五
六
頁
。
同
目
録
は
、
松
田
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

ym
atsuda.pro.tok2.com

/　

最
終
確
認
日
：
二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

馬
場
は
最
初
の
原
稿
料
を
受
け
取
っ
た
時
と
し
て
い
る
が
、
雨
宮
は
数
回
分
の
原
稿
料
を
受
け
取
っ
た
時
と
し
て
お
り
、
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

（
14
）　

偕
楽
園
は
、
一
八
八
三
年
に
日
本
橋
茅
場
町
に
開
店
し
た
中
華
料
理
店
で
あ
る
（
槌
田
満
文
編
﹃
東
京
文
学
地
名
辞
典
﹄（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）、
八
三
頁
、
小
菅

桂
子
﹃
近
代
日
本
食
文
化
年
表
﹄（
雄
山
閣
、
一
九
九
七
年
）、
四
三
頁
）。
偕
楽
園
の
料
理
は
、
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
口
に
合
う
味
付
け
が
工
夫
さ

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、﹁
座
敷
が
綺
麗
で
、
床
の
間
に
は
古
絵
の
一
軸
を
か
け
、
白
磁
の
壷
に
は
、
四
季
折
々
の
花
を
活
け
、
殊
に
什
器
の
美
し
い
﹂（
後
藤
末
雄
﹁
天
下
第
一

の
幸
福
人
﹂、
谷
崎
潤
一
郎
編
﹃
撫
山
翁
し
の
ぶ
草
﹄（
一
九
六
三
年
、
私
家
版
）、
一
八
八
頁
）
こ
と
も
、
多
く
の
人
々
に
好
ま
れ
た
理
由
だ
っ
た
。
大
広
間
に
は
、
呉
昌
碩

が
揮
毫
し
た
﹁
偕
楽
園
﹂
の
額
が
飾
ら
れ
て
い
た
（
同
前
、
一
八
五
頁
）。
園
主
の
笹
沼
源
之
助
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
幼
少
か
ら
の
友
人
で
あ
る
。
笹
沼
の
死
後
、
谷
崎
が
編

集
し
た
前
掲
書
に
は
、
当
時
の
偕
楽
園
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
蘆
田
に
よ
る
と
、
一
九
三
三
年
八
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
月
例
懇

談
会
は
、
磯
子
の
偕
楽
園
で
開
催
さ
れ
た
（
下
河
辺
元
春
・
福
永
文
夫
編
﹃
蘆
田
均
日
記　

第
三
巻
﹄（
柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
六
〇
五
頁
）。
こ
れ
は
、
軍
人
も
頻
繁
に
利

用
し
て
い
た
高
級
料
亭
で
あ
る
。

（
15
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
二
七
会
の
思
ひ
出
﹂、
四
八
九
頁
。

（
16
）　

同
前
。
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（
17
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
七
八
︱
七
九
頁
。

（
18
）　

雨
宮
、
前
掲
書
、
三
六
七
頁
。

（
19
）　

清
沢
洌
（
橋
川
文
三
編
集
・
解
説
）﹃
暗
黒
日
記
Ⅰ
﹄（
評
論
社
、
一
九
七
〇
年
）、
二
五
八
頁
。

（
20
）　

北
岡
、
前
掲
書
、
七
三
頁
。
な
お
、﹃
中
央
公
論
新
社
の
一
二
〇
年
﹄（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）
は
、
こ
の
北
岡
の
指
摘
に
触
れ
て
い
る
が
、
発
足
の
日
付
に
つ
い

て
は
確
定
し
て
い
な
い
（
同
書
、
一
一
四
頁
）。

（
21
）　

吉
野
、
前
掲
﹁
日
記
三
︹
昭
和
２
︱
７
︺﹂、
九
一
頁
。

（
22
）　

同
前
、
九
四
頁
。

（
23
）　

雨
宮
、
前
掲
書
、
三
二
〇
頁
。

（
24
）　
﹁
二
七
会
雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
（
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
三
月
二
一
日
）﹂、
山
梨
県
立
文
学
館
所
蔵
。

（
25
）　

木
佐
木
の
名
も
見
え
る
が
、
彼
の
﹃
木
佐
木
日
記
﹄
に
は
、
二
七
会
に
関
す
る
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
伊
藤
茂
雄
は
婦
人
公
論
編
集
長
、
秦
豊
吉
は
翻
訳
家

で
あ
る
。

（
26
）　

松
尾
尊
兊
編
﹁
吉
野
作
造
年
譜
﹂、﹃
吉
野
作
造
集　

別
巻
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
一
〇
二
頁
。

（
27
）　

正
宗
は
、
一
九
二
八
年
十
一
月
か
ら
翌
年
十
月
ま
で
外
遊
に
出
掛
け
て
お
り
、
帰
国
後
の
一
九
三
〇
年
に
会
員
と
な
っ
た
（﹁
年
譜
﹂、﹃
正
宗
白
鳥
全
集　

第
三
十
巻
﹄（
福

武
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
五
六
四
頁
）。

（
28
）　

正
宗
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。

（
29
）　

清
沢
は
、
阿
部
宛
書
簡
（
一
九
三
五
年
十
月
二
十
五
日
付
）
の
中
で
、
二
七
会
へ
の
出
席
を
依
頼
し
て
い
る
（
川
村
湊
・
守
屋
貴
嗣
﹃
文
壇
落
葉
集
﹄（
毎
日
新
聞
社
、
二

〇
〇
五
年
）、
一
二
四
頁
）。
そ
し
て
、
上
司
の
阿
部
宛
書
簡
（
一
九
三
六
年
七
月
七
日
付
）
で
は
、﹁
両
三
度
二
七
会
で
お
顔
を
見
ま
し
た
﹂（
同
前
、
九
五
頁
）
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
、
一
九
三
六
年
四
月
ま
で
に
会
に
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）　

旧
社
員
有
志
一
同
編
﹃
嶋
中
雄
作
略
年
譜
﹄（
一
九
七
一
年
一
月
、
私
家
版
）、
二
一
頁
。

（
31
）　

雨
宮
は
、
会
員
の
中
に
江
木
、
高
橋
、
新
居
を
含
め
て
い
る
（
雨
宮
、
前
掲
書
、
一
〇
、
二
三
八
、
四
五
一
頁
）。
佐
々
の
名
は
見
ら
れ
な
い
が
、
正
宗
に
よ
れ
ば
、
月
例

懇
談
会
に
出
席
し
（
正
宗
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
）、
ま
た
、
上
司
小
剣
（﹁
創
作
・
旅
行
・
集
会
・
蓄
音
機
﹂、﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
四
年
七
月
十
二
日
付
）
や
近
松
秋
江
（﹁
随

筆　

銀
座
で
会
ふ
人
々
︻
上
︼﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
四
年
十
一
月
二
十
一
日
付
））
に
よ
る
と
、
一
泊
旅
行
に
も
参
加
し
て
い
た
。

（
32
）　

雨
宮
は
、
江
木
が
会
員
で
あ
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、﹁
彼
が
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
軍
閥
の
存
在
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
点
で
吉
野
と
も
共
通
で
あ
っ
た
関
係
に
も
よ
る
﹂
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〇
一
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（
雨
宮
、
前
掲
書
、
二
三
九
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

（
33
）　

一
九
二
九
年
八
月
に
三
木
が
﹁﹃
中
央
公
論
﹄
執
筆
者
有
志
の
会
﹁
二
七
会
﹂
の
会
員
と
な
っ
た
﹂（﹁
年
譜
﹂、﹃
三
木
清
全
集　

第
十
九
巻
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）、

八
六
八
頁
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　

三
木
清
﹁
中
央
公
論
社
に
対
す
る
私
見
﹂（﹃
都
新
聞
﹄
一
九
三
三
年
十
一
月
十
五
・
十
六
日
付
）、
同
前
、
六
二
〇
頁
。

（
35
）　

蠟
山
は
、
戦
後
、
中
央
公
論
の
主
幹
と
し
て
加
わ
っ
た
。
彼
は
嶋
中
と
知
り
合
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
昭
和
十
年
頃
に
ゴ
ル
フ
の
集
ま
り
（P.G

.A

）
で
一
緒
に
な
っ
た
と
述

懐
し
て
い
る
（
蠟
山
政
道
﹁
終
戦
前
夜
の
こ
と
﹂、
旧
社
員
有
志
一
同
編
﹃
嶋
中
雄
作
社
長
の
思
い
出
﹄（
私
家
版
、
一
九
七
一
年
一
月
）、
二
一
頁
）。

（
36
）　
﹁
石
橋
湛
山
年
譜
﹂、﹃
石
橋
湛
山
全
集　

第
十
五
巻
﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
二
年
）、
三
六
七
頁
。

（
37
）　

上
田
美
和
﹃
石
橋
湛
山
論　

言
論
と
行
動
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、
一
七
八
頁
。

（
38
）　
﹁
年
表
・
中
央
公
論
社
の
八
十
年
﹂、
中
央
公
論
社
編
・
杉
森
久
英
執
筆
﹃
中
央
公
論
社
の
八
十
年
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
）、
三
九
九
頁
。

（
39
）　

山
本
、
前
掲
書
、
一
八
〇
頁
。

（
40
）　

石
橋
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、谷
川
徹
三
の
﹁
敗
戦
前
後
﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
七
九
年
一
月
四
日
～
二
十
七
日
付
（
連
載
））
が
唯
一
で
あ
る
。
こ
の
中
で
谷
川
は
、

﹁
私
は
昭
和
十
五
年
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
例
会
で
、
上
海
で
の
見
聞
の
報
告
を
し
て
清
沢
さ
ん
に
喜
ば
れ
た
あ
と
、
多
分
清
沢
さ
ん
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
た
﹂
と
二
七
会
に
加
わ
る
経
緯
に
触
れ
た
上
で
、﹁
石
橋
湛
山
や
杉
山
平
助
も
私
が
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
時
ど
き
顔
を
見
せ
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
（
谷
川

徹
三
﹁
敗
戦
前
後
﹂、﹃
自
伝
抄
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
）、
一
二
八
頁
）。
だ
が
、
こ
の
記
述
で
は
、
谷
川
が
石
橋
と
顔
を
合
わ
せ
た
の
が
、
戦
後
な
の
か
、
そ
れ
と

も
そ
れ
以
前
な
の
か
判
断
で
き
な
い
。
杉
山
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
彼
は
一
九
三
〇
年
代
前
半
よ
り
、
月
例
懇
談
会
、
一
泊
旅
行
に
参
加
し
て
い
た
。

（
41
）　

三
宅
晴
暉
﹁
石
橋
湛
山
論
﹂（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
五
七
年
二
月
号
）、﹃
三
宅
晴
暉
の
足
跡
﹄（
一
九
六
八
年
、
私
家
版
）、
二
一
五
頁
。

（
42
）　
﹁
三
宅
晴
暉
略
年
譜
﹂（
同
書
収
録
）
参
照
。

（
43
）　

蘆
田
均
・
石
橋
湛
山
・
伊
藤
正
徳
・
小
汀
利
得
・
三
宅
晴
輝
﹁
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
放
談
﹂（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
五
五
年
十
一
月
号
）
の
中
で
も
、
二
七
会
が
少
し

話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
石
橋
は
発
言
し
て
い
な
い
。

（
44
）　

同
日
記
は
現
存
す
る
一
二
冊
の
日
記
帳
に
基
づ
い
て
、
一
九
四
五
年
一
月
一
日
か
ら
一
九
五
七
年
一
月
二
三
日
ま
で
を
収
録
し
て
い
る
。
た
だ
一
九
四
九
年
分
は
日
記
帳
が

欠
落
し
て
お
り
収
録
さ
れ
て
い
な
い
（
増
田
弘
﹁
解
説
﹂、
石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
﹃
石
橋
湛
山
日
記　

下
﹄（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
八
五
〇
頁
）。

（
45
）　

石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
﹃
石
橋
湛
山
日
記　

上
﹄（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
七
五
頁
。

（
46
）　
﹁
付　

手
帳
日
記
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
﹂、﹃
蘆
田
均
日
記　

第
一
巻
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
三
〇
五
頁
。
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（
47
）　

石
橋
・
伊
藤
編
、
前
掲
﹃
石
橋
湛
山
日
記　

上
﹄（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
九
四
頁
。

（
48
）　

同
前
、
二
八
二
頁
。

（
49
）　

前
掲
﹁
石
橋
湛
山
年
譜
﹂、
四
〇
二
頁
。

（
50
）　

同
前
、
四
〇
三
頁
。

（
51
）　

石
橋
・
伊
藤
編
、
前
掲
﹃
石
橋
湛
山
日
記　

上
﹄、
三
一
六
頁
。

（
52
）　

同
前
、
三
七
二
頁
。

（
53
）　

石
橋
・
伊
藤
編
、
前
掲
﹃
石
橋
湛
山
日
記　

下
﹄、
五
五
三
頁
。

（
54
）　

同
前
、
七
一
一
頁
。

（
55
）　

二
十
七
日
が
日
曜
の
場
合
は
、
前
日
の
土
曜
日
に
繰
り
上
げ
て
開
催
さ
れ
た
（
吉
野
、
前
掲
﹁
日
記
三
︹
昭
和
２
︱
７
︺﹂（
一
九
二
九
年
十
月
二
十
六
日
）、
一
六
一
頁
）。

（
56
）　

両
店
で
は
、
料
理
人
が
日
本
人
で
あ
る
た
め
、﹁
半
以
上
日
本
化
し
た
風
味
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
反
っ
て
口
腹
に
美
味
い
感
じ
を
与
へ
た
﹂
よ
う
で
あ
る
（
松
崎
天
民
﹃
京

阪
食
べ
あ
る
記
﹄（
誠
文
堂
、
一
九
三
〇
年
）、
南
博
編
集
代
表
﹃
近
代
庶
民
生
活
誌　

第
六
巻
﹄（
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
）、
一
七
四
頁
）。

（
57
）　

田
中
静
一
﹁
日
本
化
し
た
中
国
の
食
と
料
理
﹂、
石
毛
直
道
監
修
・
熊
倉
功
夫
責
任
編
集
﹃
講
座
食
の
文
化　

第
二
巻　

日
本
の
食
事
文
化
﹄（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九

九
九
年
）、
二
三
四
頁
。

（
58
）　

前
掲
﹁
二
七
会
雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
（
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
三
月
二
一
日
﹂（
山
梨
県
立
文
学
館
所
蔵
）
参
照
。

（
59
）　

前
掲
、
阿
部
宛
清
沢
書
簡
、
一
二
四
頁
。

（
60
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
二
七
会
の
思
い
出
﹂、
雨
宮
、
前
掲
書
、
四
五
一
頁
。

（
61
）　

正
宗
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。

（
62
）　

前
掲
﹃
中
央
公
論
新
社
一
二
〇
年
史
﹄、
一
一
四
頁
。

（
63
）　

所
蔵
さ
れ
て
い
る
返
信
葉
書
は
、
一
九
三
八
年
十
一
月
に
集
中
し
て
い
る
。

　
　
　

正
宗
白
鳥
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
月
十
四
日
（
消
印
））、蘆
田
均
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
一
日
（
消
印
））、小
汀
利
得
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
二
日
（
消

印
））、
清
沢
洌
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
二
日
（
消
印
））、
鈴
木
文
四
郎
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
二
日
（
消
印
））、
谷
川
徹
三
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月

二
十
二
日
（
消
印
））、
徳
田
秋
声
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
二
日
（
消
印
））、
馬
場
恒
吾
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
三
日
（
消
印
））、
阿
部
眞
之
助
書
簡
（
一

九
三
八
年
十
一
月
二
十
四
日
（
消
印
））、
水
野
廣
徳
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
五
日
（
消
印
））、
上
司
小
剣
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
六
日
（
消
印
））、
下
村
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一
〇
一
八

千
秋
書
簡
（
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
六
日
）。

　
　
　

な
ぜ
こ
の
時
期
の
返
信
葉
書
の
み
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
雨
宮
宛
の
他
の
書
簡
と
共
に
こ
れ
ら
の
葉
書
も
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
も
そ
も
、
疑
問
な
の
は
、
こ
の
年
に
起
こ
っ
た
﹁
生
き
て
い
る
兵
隊
﹂
事
件
に
よ
り
、
雨
宮
は
同
年
三
月
一
日
に
中
央
公
論
社
編
集
長
を
辞
任
休
職
の
後
、
三
十
日
に

退
社
し
て
い
る
た
め
、
彼
が
二
七
会
の
世
話
人
を
続
け
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
彼
は
、
一
九
三
九
年
五
月
に
中
央
公
論
社
に
よ
っ
て
設
立
（
一
九
四

〇
年
二
月
二
十
六
日
に
財
団
法
人
と
し
て
認
可
）
さ
れ
た
﹁
国
民
学
術
協
会
﹂
の
主
事
に
就
い
て
い
る
（
前
掲
﹁
年
表
・
中
央
公
論
社
の
八
十
年
﹂、
四
三
二
頁
）。
ま
た
、
佐

藤
も
休
職
処
分
を
受
け
た
（
三
月
十
一
日
、
応
召
）。
そ
の
た
め
、
三
月
以
降
、
誰
が
世
話
人
を
務
め
て
い
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

（
64
）　

近
松
秋
江
﹁
赤
松
克
麿
宛
書
簡
﹂（
年
不
明
一
月
十
九
日
付
）、
沢
豊
彦
﹃
近
松
秋
江
と
﹁
昭
和
﹂﹄（
冬
至
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
六
八
頁
。

（
65
）　

徳
田
秋
声
﹁
風
雨
﹂（
未
発
表
日
記
）（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
五
〇
年
二
月
号
）、﹃
徳
田
秋
声
全
集　

別
巻
﹄（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
九
頁
。

（
66
）　

松
岡
が
出
席
し
た
会
の
模
様
は
、
細
田
民
樹
﹁
匪
団
地
の
青
少
年
開
拓
民
を
訪
ふ
﹂（﹃
旅
ゆ
く
心
﹄（
有
光
社
、
一
九
四
二
年
）
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
67
）　

一
九
三
〇
年
六
月
に
川
原
の
送
別
会
、
一
九
三
二
年
六
月
に
清
沢
の
帰
朝
歓
迎
会
、
一
九
三
七
年
九
月
に
清
沢
の
送
別
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（
68
）　

千
葉
亀
雄
﹁
あ
の
頃
の
吉
野
博
士
﹂、
赤
松
克
麿
編
﹃
故
吉
野
博
士
を
語
る
﹄（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
四
年
）、
三
〇
︱
三
一
頁
。

（
69
）　

島
中
雄
作
﹁
あ
ゝ
吉
野
先
生
﹂、
同
前
、
二
五
三
頁
。

（
70
）　

雨
宮
、
前
掲
書
、
二
五
四
頁
。

（
71
）　

田
中
惣
五
郎
は
、
一
九
二
八
年
十
一
月
の
二
七
会
が
、﹁
吉
野
と
中
央
公
論
の
関
係
に
一
つ
の
段
階
を
画
し
た
と
み
ら
れ
る
﹂
と
評
価
し
、
そ
の
後
吉
野
は
﹁
第
三
回
目
の

後
退
﹂
を
見
せ
た
と
指
摘
し
た
（
田
中
惣
五
郎
﹃
吉
野
作
造
︱
日
本
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
使
徒
﹄（
未
来
社
、
一
九
五
八
年
）、
三
五
七
︱
三
五
九
頁
）。

（
72
）　

松
尾
編
、
前
掲
﹁
吉
野
作
造
年
譜
﹂、
一
〇
三
頁
。

（
73
）　

雨
宮
、
前
掲
書
、
二
三
八
頁
。

（
74
）　
﹁
吉
野
作
造　

雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
（
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
八
月
三
日
付
）﹂、
山
梨
県
立
文
学
館
所
蔵
。
同
前
、
二
四
五
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
75
）　

同
前
、
五
三
五
頁
。

（
76
）　

清
沢
洌
﹁
逝
け
る
吉
野
作
造
氏
﹂、
赤
松
編
、
前
掲
﹃
故
吉
野
博
士
を
語
る
﹄、
二
一
九
頁
。

（
77
）　

近
松
、
前
掲
﹁
随
筆　

銀
座
で
会
ふ
人
々
︻
上
︼﹂、
二
四
三
頁
。

（
78
）　

正
宗
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。

（
79
）　

鈴
木
文
史
朗
﹁
将
棋
入
門
の
弁
﹂、
文
史
朗
文
集
刊
行
会
編
﹃
文
史
朗
文
集
﹄（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
五
二
年
）、
三
三
三
︱
三
三
四
頁
。
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（
80
）　

正
宗
、
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。

（
81
）　

同
前
。

（
82
）　

正
宗
白
鳥
﹁
机
上
の
空
論
﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
八
年
六
月
二
十
五
日
付
（
夕
刊
）﹁
一
日
一
題
﹂）、﹃
正
宗
白
鳥
全
集　

第
二
十
八
巻
﹄（
福
武
書
店
、
一
九
八
四
年
）、

一
九
頁
。

（
83
）　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、﹃
中
央
公
論
社
の
八
十
年
﹄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
の
み
写
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
写
真
は
、
掲
載
時
に
ト
リ
ミ
ン

グ
さ
れ
て
い
る
た
め
、
水
野
の
後
方
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
が
写
っ
て
い
な
い
。

（
84
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
二
七
会
と
清
澤
君
﹂、
五
三
頁
。

（
85
）　

馬
場
恒
吾
﹁
草
津
か
ら
軽
井
沢
﹂（﹃
週
刊
朝
日
﹄
第
三
一
巻
第
三
号
（
一
九
三
七
年
一
月
十
日
）
原
題
は
﹁
文
士
評
論
家
の
一
群
﹂）、﹃
回
顧
と
希
望
﹄（
読
売
新
聞
社
、
一

九
四
八
年
）、
一
三
六
頁
。

（
86
）　

馬
場
恒
吾
﹁
忘
ら
れ
ぬ
友
達
﹂（
一
九
三
八
年
二
月
二
十
四
日
執
筆
）、
同
書
、
一
四
三
頁
。

（
87
）　

山
領
健
二
編
﹁
長
谷
川
如
是
閑
年
譜
﹂、﹃
長
谷
川
如
是
閑
集　

第
八
巻
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、
三
三
八
︱
三
三
九
頁
。

（
88
）　

雨
宮
、
前
掲
書
、
三
二
〇
︱
三
二
一
頁
。

（
89
）　

下
河
辺
・
福
永
編
、
前
掲
﹃
蘆
田
均
日
記　

第
三
巻
﹄、
六
三
三
頁
。

（
90
）　

上
司
、
前
掲
﹁
創
作
・
旅
行
・
集
会
・
蓄
音
機
﹂。

（
91
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
草
津
か
ら
軽
井
沢
﹂、
一
三
七
頁
。

（
92
）　

近
松
、
前
掲
﹁
随
筆　

銀
座
で
会
ふ
人
々
︻
上
︼﹂、
二
四
四
頁
。

（
93
）　

長
谷
川
如
是
閑
﹁
現
代
日
本
の
欠
乏
﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
五
年
六
月
六
日
付
﹁
一
日
一
題
﹂）、﹃
長
谷
川
如
是
閑
集　

第
四
巻
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）、
三
七

六
頁
。
こ
の
額
に
つ
い
て
は
、
曹
洞
宗
福
地
山
修
禅
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
﹁
副
島
種
臣
の
寺
号
額
﹂
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://shuzenji-tem

ple.

com
/jihou13.htm

l

、
最
終
確
認
日
：
二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
94
）　

上
司
小
剣
﹁
修
禅
寺
の
中
食
﹂（﹃
都
新
聞
﹄
一
九
三
五
年
六
月
三
・
四
・
五
日
付
）、﹃
生
々
抄
﹄（
大
東
出
版
社
、
一
九
四
一
年
）、
二
七
二
頁
。

（
95
）　

同
前
。

（
96
）　

同
書
、
二
七
三
頁
。

（
97
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
忘
ら
れ
ぬ
友
達
﹂、
一
四
二
︱
一
四
三
頁
、
馬
場
、
前
掲
﹁
二
七
会
の
思
ひ
出
﹂、
四
九
一
頁
。
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（
98
）　

馬
場
恒
吾
﹁
若
山
牧
水
の
歌
﹂（﹃
文
芸
懇
話
会
﹄
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
三
六
年
一
月
））、
前
掲
﹃
回
顧
と
希
望
﹄、
一
二
七
頁
。

（
99
）　

同
書
、
一
二
七
︱
一
二
八
頁
。

（
１００
）　

旅
行
が
実
施
さ
れ
た
事
実
は
、
近
松
か
ら
小
汀
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
（
近
松
秋
江
﹁
小
汀
利
得
宛
書
簡
﹂（
一
九
三
六
年
五
月
二
十
八
日
付
（
消
印
）、﹃
近

松
秋
江
全
集　

第
十
三
巻
﹄、
八
七
頁
）。

（
１０１
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
草
津
か
ら
軽
井
沢
﹂、
一
三
七
︱
一
三
八
頁
。

（
１０２
）　

同
前
、
一
三
八
頁
。

（
１０３
）　

同
前
、
一
三
九
頁
。
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
馬
場
恒
吾
﹃
自
伝
点
描
﹄（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
改
版
）、
七
九
頁
に
も
登
場
す
る
。

（
１０４
）　

馬
場
恒
吾
﹁
奥
日
光
﹂（﹃
読
売
新
聞
﹄
一
九
三
八
年
五
月
二
十
日
付
（
夕
刊
）、
原
題
﹁
青
葉
の
圧
迫
﹂）、
前
掲
﹃
回
顧
と
希
望
﹄、
一
四
九
頁
。

（
１０５
）　

徳
田
秋
声
﹁
日
記
抄
（
昭
和
15
年
）﹂、﹃
徳
田
秋
声
全
集　

別
巻
﹄（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
六
一
頁
。

（
１０６
）　

御
厨
、
前
掲
書
、
一
八
四
頁
。

（
１０７
）　

Ｈ
・
Ｊ
・
ラ
ス
キ
（
飯
塚
良
明
訳
）﹃
近
代
国
家
に
お
け
る
自
由
﹄（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年
）、
七
二
頁
。

（
１０８
）　

馬
場
、
前
掲
﹁
忘
ら
れ
ぬ
友
達
﹂、
一
四
三
頁
。

（
１０９
）　

同
前
、
一
四
四
頁
。

（
１１０
）　

同
前
、
一
四
二
頁
。

（
１１１
）　

畑
中
繁
雄
﹃
覚
書　

昭
和
出
版
弾
圧
小
史
﹄（
図
書
新
聞
、
一
九
七
七
年
、
第
二
版
）、
五
六
頁
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
、
執
筆
の
場
を
失
っ
て
い
っ
た
。
特
に
顕

著
だ
っ
た
の
が
馬
場
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
四
〇
年
の
時
点
で
は
、﹃
読
売
新
聞
﹄（﹁
日
曜
評
論
﹂）、﹃
中
央
公
論
﹄、﹃
改
造
﹄、﹃
日
本
評
論
﹄
等
に
執
筆
し
て
い
た
も
の
の
、

一
九
四
一
年
に
は
激
減
し
、
一
九
四
二
年
以
降
は
こ
れ
ら
の
媒
体
に
馬
場
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
清
沢
の
場
合
は
、
石
橋
の
計
ら
い

で
東
洋
経
済
新
報
社
の
顧
問
や
評
議
員
を
務
め
た
こ
と
か
ら
、
一
九
四
五
年
ま
で
﹃
新
報
﹄
に
論
説
を
発
表
で
き
た
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
は
、﹃
読
売
新
聞
﹄
の
紙
面

刷
新
の
方
針
に
伴
い
、
一
九
四
〇
年
十
月
よ
り
、
二
七
会
の
会
員
が
全
員
同
紙
の
常
連
執
筆
者
か
ら
外
さ
れ
た
（
御
厨
、
前
掲
書
、
一
八
五
頁
）。

（
１１２
）　

前
掲
﹁
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
放
談
﹂、
二
七
九
頁
。

（
１１３
）　

一
九
四
四
年
一
月
二
十
七
日
付
。
清
沢
洌
（
橋
川
文
三
編
集
・
解
説
）﹃
暗
黒
日
記
Ⅱ
﹄（
評
論
社
、
一
九
七
一
年
）、
二
二
頁
。
蘆
田
の
日
記
に
は
、﹁D

inner at 

偕
楽
園
（
二

七
会
）. M

any m
em

bers cam
e in.

﹂（
一
九
四
四
年
一
月
二
十
七
日
付
。
福
永
文
夫
・
下
河
辺
元
春
編
﹃
蘆
田
均
日
記　

第
四
巻
﹄（
柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
六
〇
六
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
全
会
員
の
参
加
だ
っ
た
の
か
確
認
で
き
な
い
が
、
普
段
よ
り
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。



（　
　
　
　

）

二
七
会
と
そ
の
人
々

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
一
三

一
〇
二
一

（
１１４
）　

前
掲
﹁
年
表
・
中
央
公
論
社
八
十
年
﹂、
四
五
一
︱
四
五
二
頁
。

（
１１５
）　
﹁
決
戦
生
活
へ
非
常
措
置
要
綱
決
定　

勤
労
、
防
空
を
徹
底　

享
楽
追
放
、
困
苦
に
勝
つ
／
決
戦
非
常
措
置
要
綱
﹂、﹃
朝
日
新
聞
﹄
一
九
四
四
年
二
月
二
十
六
日
付
。

（
１１６
）　

こ
の
措
置
に
伴
い
、
全
国
十
九
の
劇
場
が
休
業
と
な
っ
た
り
、
松
竹
少
女
歌
劇
団
は
解
散
、
宝
塚
歌
劇
団
は
無
期
限
休
演
と
な
っ
た
上
で
、
女
子
挺
身
隊
が
結
成
さ
れ
た
り

し
た
（
山
中
恒
﹃
暮
ら
し
の
中
の
太
平
洋
戦
争
﹄（
岩
波
新
書
、
一
九
八
九
年
）、
一
三
四
頁
）。

（
１１７
）　
﹁
休
業
興
行
場
決
ま
る
、
歌
舞
伎
座
や
宝
塚
﹂、﹃
毎
日
新
聞
﹄（
大
阪
）
一
九
四
四
年
三
月
一
日
付
。

（
１１８
）　
﹁
享
楽
追
放
・
官
吏
の
自
粛　

決
戦
非
常
措
置
、
ま
ず
４
案
を
実
施
﹂、﹃
朝
日
新
聞
﹄
一
九
四
四
年
二
月
二
十
九
日
付
（
夕
刊
）。

（
１１９
）　
﹁
休
業
九
八
〇
〇
軒　

帝
国
ホ
テ
ル
、
精
養
軒
な
ど　

芸
妓
、
女
給
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
は
転
廃
／
奢
侈
享
楽
面
に
対
す
る
非
常
措
置
実
施
要
綱
﹂、﹃
朝
日
新
聞
﹄
一
九
四

四
年
三
月
四
日
付
。

（
１２０
）　

蘆
田
の
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。﹁D
inner at H

asegaw
a 

二
十
六
日
会. T

he G
ov. published 15 articles of 

戦
時
生
活
要
綱. A

ccording 

the regulation, all 1st class restaurant and 

待
合 w
ill be closed soon. T

his evening m
ight be the last m

eeting of  

廿
六
日
会. It m

ade m
e sentim

ental.

﹂

（
前
掲
﹃
蘆
田
均
日
記　

第
四
巻
﹄、
六
〇
〇
頁
）。
同
日
記
に
は
、
一
九
四
四
年
九
月
六
日
に
食
事
会
が
開
か
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
﹁D

inner at 

太
平
寮 

w
ith form

er m
em

bers of  

廿
六
会
﹂（
同
前
、
五
六
四
頁
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
二
六
会
が
継
続
し
て
い
れ
ば
、﹁form

er

﹂
と
表
現
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、

休
止
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
神
奈
川
県
の
与
瀬
で
生
活
し
て
い
た
室
伏
は
、
一
九
四
五
年
四
月
二
十
五
日
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
文
章
の
中
で
、﹁
昨
年
の
二
月
二

十
六
日
、
最
後
の
二
六
会
に
出
席
し
て
か
ら
、
ま
だ
一
度
も
東
京
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
こ
と
が
な
い
﹂（
室
伏
高
信
﹃
汀
﹄（
綜
合
日
本
社
、
一
九
五
三
年
）、
一
九
四
頁
）
と

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
二
月
の
月
例
懇
談
会
が
最
後
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。


